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５月１５日号
２児童手当制度

１２大阪芸術大学との産学連携事業参加企業募集

３耐震診断・改修の補助制度

６・７ 東大阪の将来を見据えた計画を策定

もくじ

２
０
１
９
年
の
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

日
本
大
会
の
統
括
責
任

者
を
務
め
る
ア
ラ
ン
・

ギ
ル
ピ
ン
氏
が
４
月
１７

日
、
市
花
園
ラ
グ
ビ
ー

場

を

視

察

し
、
花
園
ラ

グ
ビ
ー
場
の

良
さ
や
課
題

な
ど
に
つ
い

て
府
・
市
の

担
当
者
と
意

見
を
交
わ
し

ま
し
た
（
写

真
）。市で

は
２

０
１
９
年
へ

向
け
、
観
客
席
・
照
明

の
改
修
や
大
型
ス
ク
リ

ー
ン
の
新
設
な
ど
を
予

定
し
て
お
り
、
ギ
ル
ピ

ン
氏
は
「
花
園
ラ
グ
ビ

ー
場
は
歴
史
・
遺
産
が

地
域
に
根
づ
い
て
い
て
、

足
を
踏
み
入
れ
た
だ
け

で
も
情
熱
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。
大
会
後
の
活

用
も
含
め
て
検
討
さ
れ
、

す
ば
ら
し
い
ラ
グ
ビ
ー

場
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

市
は
、
史
上
初
の
七

冠
同
時
制
覇
を
達
成
し

た
東
大
阪
市
出
身
の
囲

碁
棋
士
・
井
山
裕
太
さ

ん
（
２６
歳
）
に
名
誉
市

民
の
称
号
を
贈
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。

井
山
さ
ん
は
、
４
月

２０
日
に
行
わ
れ
た
十
段

戦
で
伊
田
篤
史
十
段
に

勝
利
し
、
史
上
初
の
七

冠
同
時
制
覇
の
偉
業
を

達
成
。
市
で
は
、
今
回

の
偉
業
が
市
民
に
と
っ

て
も
大
変
名
誉
な
こ
と

で
あ
り
、
市
の
学
術
、

文
芸
な
ど
社
会
文
化
の

進
展
に
貢
献
し
た
と
し

て
、
６
月
の
定
例
会
に

お
い
て
、
井
山
さ
ん
に

名
誉
市
民
の
称
号
を
贈

呈
す
る
議
案
を
提
出
し

ま
す
。

井
山
さ
ん
は
、
市
立

孔
舎
衙
東
小
学
校
、
市

立
孔
舎
衙
中
学
校
を
そ

れ
ぞ
れ
卒
業
。
１２
歳
で

プ
ロ
入
り
し
、
数
々
の

最
年
少
記
録
を
樹
立
し

て
き
ま
し
た
。
平
成
２１

年
１１
月
に
は
史
上
最
年

少
で
名
人
位
を
獲
得
し
、

市
長
賞
詞
が
授
与
さ
れ

て
い
ま
す
。

野
田
市
長
は
「
今
回

の
偉
業
は
多
く
の
市
民
、

特
に
青
少
年
に
大
き
な

希
望
を
与
え
る
も
の
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
世
界

に
羽
ば
た
く
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
」
と
語

り
ま
し
た
。
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４
月
１４
日
以
降
、
大
き
な
地
震
が
相
次
ぐ

熊
本
地
方
を
支
援
す
る
た
め
、
本
市
か
ら
は

医
療
関
係
者
や
消
防
、
建
築
・
保
健
部
門
の

専
門
職
員
な
ど
を
現
地
に
派
遣
し
ま
し
た
。

ま
た
、
救
援
物
資
の
搬
送
、
募
金
活
動
な
ど

の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

熊
本
地
方
で
４
月
１４
日

２１
時
２６
分
、
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
６
・
５
、
最
大
震
度

７
を
観
測
す
る
大
規
模
地

震
が
発
生
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
１６
日
未
明
に
発
生

し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７

・
３
、
最
大
震
度
７
を
観

測
す
る
地
震
や
そ
の
後
も

相
次
ぐ
余
震
に
よ
り
、
大

分
県
も
含
め
た
広
い
地
域

で
大
き
な
被
害
が
生
じ
て

い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
市
で
は
、

大
阪
府
か
ら
の
要
請
を
受

け
て
、
１６
日
に
府
立
中
河

内
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と

市
立
総
合
病
院
で
編
成
し

た
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム

（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
が
現
地
へ

出
動
し
ま
し
た
。
同
チ
ー

ム
は
、
八
代
市
で
避
難
所

を
巡
回
し
、
被
災
者
の
健

康
状
態
な
ど
を
調
査
し
た

り
、
車
中
泊
の
危
険
性
を

呼
び
か
け
た
り
し
ま
し
た
。

消
防
局
か
ら
も
、
緊
急

消
防
援
助
隊（
大
阪
府
隊
）

第
１
次
派
遣
隊
が
１６
日
に
、

ま
た
そ
の
交
代
要
員
と
し

て
第
３
次
派
遣
隊
が
１９
日

に
現
地
へ
出
動
（
写
真

右
）。そ
れ
ぞ
れ
救
助
隊
６

人
と
救
急
隊
３
人
の
９
人

ず
つ
、
計
１８
人
が
南
阿
蘇

村
の
土
砂
崩
落
現
場
で
の

救
助
活
動
や
避
難
所
で
発

生
し
た
急
病
人
の
救
急
搬

送
な
ど
に
あ
た
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
高
森
町
か
ら
の

支
援
要
請
を
受
け
て
１９
日
、

非
常
備
蓄
米
３
０
０
０
食

や
乾
電
池
約
４
０
０
本
、

毛
布
２
０
０
枚
な
ど
の
救

援
物
資
を
市
職
員
が
ト
ラ

ッ
ク
２
台
で
現
地
に
届
け

ま
し
た
。

皆
さ
ん
の

あ
た
た
か
い
協
力
を

義
援
金
を
受
付

市
と
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
市
役
所
本
庁
舎
や

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
施
設
に
募
金
箱
を
設
置

し
て
い
ま
す
（
６
月
２４
日

�
ま
で
）。募
金
箱
設
置
場

所
な
ど
、
詳
し
く
は
６
・

７
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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３
月
８
日
、
大
阪
商
業
大
学
で
行
わ
れ
た
十

段
戦
第
一
局
に
挑
む
井
山
さ
ん

ラグビーＷ杯
統括責任者が花園を視察

２０１９日本大会成功に向けて

医療・救助・救援物資など

熊本の大地震を受けて

※
６
・
７
面
に
続
く
。

平
成
２８
年
熊
本
地
震

東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東
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救
援
物
資
の
搬
送
準
備

を
す
る
市
職
員

東大阪市出身 囲碁・井山裕太さん

６月議会で名誉市民へ

史上初の七冠独占

ひったくり防止カバーは取付けがゆるいと効果が弱いため、しっかりと取り付けるようにしましょう ―東大阪市治安対策本部―

記
号
の
見
方
は
８
面
に
掲
載



ま
で
の
手
当
を
指
定
さ
れ

た
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

【
支
給
条
件
】

▽
原
則
と
し
て
、
児
童

が
日
本
国
内
に
住
ん
で
い

る
（
留
学
の
た
め
に
海
外

在
住
で
一
定
の
要
件
を
満

た
す
場
合
は
支
給
対
象
）

▽
父
母
が
離
婚
協
議
中

な
ど
に
よ
り
別
居
し
て
い

る
場
合
は
、
児
童
と
同
居

し
て
い
る
方
に
優
先
的
に

支
給
（
別
途
申
立
て
が
必

要
）▽

父
母
が
海
外
在
住
の

場
合
、
そ
の
父
母
が
日
本

国
内
で
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
を
指
定
す
る
と
、そ

の
指
定
さ
れ
た
方
に
支
給

▽
児
童
を
養
育
し
て
い

る
未
成
年
後
見
人
が
い
る

場
合
は
、
そ
の
未
成
年
後

見
人
に
支
給

▽
児
童
が
施
設
に
入
所

し
て
い
る
場
合
や
里
親
な

ど
に
委
託
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
原
則
と
し
て
そ
の

施
設
の
設
置
者
や
里
親
な

ど
に
支
給

【
請
求
に
必
要
な
も
の
】

出
生
や
転
入
な
ど
で
手

当
の
受
給
を
開
始
す
る
と

き
は
請
求
が
必
要
で
す
。

次
の
書
類
な
ど
を
持
っ
て

国
民
年
金
課
ま
た
は
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
請
求
者
の
印
鑑

▽

請
求
者
名
義
の
預
金
通
帳

▽
厚
生
年
金
加
入
者
は
請

求
者
の
健
康
保
険
証
の
写

し
ま
た
は
年
金
加
入
証
明

書

▽
平
成
２８
年
１
月
２

日
以
降
に
転
入
し
た
方
は

平
成
２８
年
度
（
平
成
２７
年

中
）
所
得
証
明
書
（
配
偶

者
の
所
得
証
明
書
が
必
要

な
場
合
あ
り
）

▽
児
童

が
市
外
に
別
居
し
て
い
る

場
合
は
、
別
居
世
帯
全
員

分
の
住
民
票
（
本
籍
・
筆

頭
者
な
ど
省
略
の
な
い
も

の
）

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー

ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

導
入
に
よ
り
、平
成
２８
年
１

月
以
降
の
請
求
か
ら
必
要
）

※
住
所
・
氏
名
が
変
わ

っ
た
場
合
や
別
居
と
な
っ

た
場
合
な
ど
、
事
情
変
更

が
あ
っ
た
と
き
は
届
出
が

必
要
で
す
。
な
お
、
公
務

員
（
独
立
行
政
法
人
は
除

く
）
は
勤
務
先
へ
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

◇

◇

�申
�問
国
民
年
金
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１

６
５
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
５

平
成
２８
年
度
か
ら
、
市

内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母

お
よ
び
父
子
家
庭
の
父
へ

の
就
業
支
援
を
次
の
と
お

り
拡
充
し
て
い
ま
す
。

【
自
立
支
援
教
育
訓
練

給
付
金
】

支
給
を
受
講
料
の
２
割

（
上
限
１０
万
円
）
か
ら
６

割
（
上
限
２０
万
円
）
に
引

き
上
げ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
支
給
額
が
１
万
２
０

０
０
円
以
下
と
な
る
場
合

は
支
給
で
き
ま
せ
ん
。

【
高
等
職
業
訓
練
促
進

給
付
金
】

▽
支
給
期
間
の
上
限
を

２
年
か
ら
３
年
に
延
長

▽
支
給
対
象
と
な
る
資
格

に
つ
い
て
、
２
年
以
上
の

修
業
が
必
要
な
資
格
か
ら

１
年
以
上
の
修
業
が
必
要

な
資
格
に
拡
大

◇

◇

※
い
ず
れ
も
事
前
に
相

談
・
申
請
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

�問
▽
東
・
中
・
西
福
祉

事
務
所
子
育
て
支
援
係（
東

�
０
７
２
―

９
８
８
―

６
６

１
９
、�
０
７
２
―

９
８
８

―

６
６
７
１

中
�
０
７
２

―

９
６
０
―

９
２
７
４
、
�

０
７
２
―

９
６
４
―

７
１

１
０

西
�
０
６
―

６
７

８
４
―

７
９
８
２
、�
０
６

―

６
７
８
４
―

７
６
７
７
）

▽
子
ど
も
家
庭
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
１
９
４
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８

１
７

※所得税法に規定する老人控除対象配偶者または老人扶養
親族がいる方の所得制限限度額は、上記の額に当該老人
控除対象配偶者または老人扶養親族１人につき６万円を
加算した額。

※扶養親族などの数が６人以上の場合の所得制限限度額は、
１人につき３８万円（扶養親族などが老人控除対象配偶者
または老人扶養親族であるときは４４万円）を加算した額。

※所得から一律８万円を控除するほか、医療費控除など一
定の控除あり。

１，０４２万１，０００円８１２万円５人

１，００２万１，０００円７７４万円４人

９６０万円７３６万円３人

９１７万８，０００円６９８万円２人

８７５万６，０００円６６０万円１人

８３３万３，０００円６２２万円０人

収入額の目安所得制限限度額扶養親族
などの人数

（表）所得制限限度額

前
年
度
以
前
分
の
保
険

料
を
納
め
忘
れ
て
い
る
、

ま
た
は
遅
れ
て
い
る
方
は
、

す
ぐ
に
医
療
保
険
室
保
険

料
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
納
め
て
く

だ
さ
い
。
未
納
の
保
険
料

が
あ
る
と
、
今
年
度
分
の

保
険
料
と
支
払
い
が
重
な

り
、
負
担
が
大
き
く
な
り

ま
す
。
特
別
な
事
情
も
な

く
滞
納
を
続
け
て
い
る
と
、

財
産
の
調
査
や
差
押
え
な

ど
の
滞
納
処
分
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
有
効

期
限
が
短
い
「
短
期
保
険

証
」
ま
た
は
医
療
費
が
い

っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
と

な
る
「
資
格
証
明
書
」
を

交
付
す
る
な
ど
、
保
険
証

の
返
還
を
求
め
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

納
付
相
談
は
お
早
め
に

医
療
保
険
室
保
険
料
課

で
は
、
平
日
の
９
時
〜
１７

時
３０
分
に
納
付
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
相
談
に
は

保
険
料
決
定
通
知
書
（
納

付
書
）
な
ど
、
通
知
書
番

号
ま
た
は
被
保
険
者
番
号

が
わ
か
る
も
の
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
相
談
の
際
、

収
入
・
支
出
な
ど
生
活
状

況
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

な
お
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
納
付
相
談
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
平
日
の
相
談

が
困
難
な
方
は
、
休
日
納

付
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。【

休
日
納
付
相
談
】

�時
５
月
２８
日
�
９
時
〜

１２
時

�所
市
役
所
本
庁
舎

２
階
医
療
保
険
室
保
険
料

課

◇

◇

�問
医
療
保
険
室
保
険
料

課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
７

国
民
健
康
保
険
で
は
、

４０
歳
〜
７４
歳
の
加
入
者
を

対
象
に
、
心
筋
梗
塞
や
脳

卒
中
な
ど
を
引
き
起
こ
す

原
因
と
な
る
生
活
習
慣
病

を
予
防
・
改
善
す
る
た
め

の
特
定
健
康
診
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
年
度
に
１

回
は
特
定
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

対
象
と
な
る
方
に
は
、

４
月
ま
た
は
５
月
下
旬
に

受
診
券
を
発
送
。
健
診
内

容
や
受
診
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
今
号
の
市
政
だ
よ

り
折
込
み
の
保
存
版
ま
た

は
受
診
券
に
同
封
の
実
施

曜
日
記
載
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

な
お
、
７５
歳
以
上
の
方

へ
は
大
阪
府
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
か
ら
受
診

券
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、国
保
以
外
の
方
は
、

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

者
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�問
医
療
保
険
室
保
険
管

理
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
０
５
１
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
５

市
長
交
際
費
と
は
、

市
政
の
円
滑
な
運
営
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
市

長
が
市
を
代
表
し
て
行

う
外
部
と
の
交
際
に
要

す
る
経
費
で
す
。
市
で

は
、
透
明
性
を
図
り
、

開
か
れ
た
市
政
運
営
を

推
進
す
る
た
め
、
市
長

交
際
費
の
執
行
状
況
を

公
開
し
て
い
ま
す
。

平
成
２７
年
度
下
半
期

（
昨
年
１０
月
〜
今
年
３

月
）
に
使
っ
た
市
長
交

際
費
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

項
目
・
件
数
・
金
額

▽
会
費
な
ど
�
３１
件
／

２６
万
７
０
０
０
円

▽

敬
弔
費
�
９
件
／
９
万

４
０
０
０
円

▽
記
念

品
料
�
３
件
／
６
万
円

※
市
役
所
本
庁
舎
１

階
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

で
公
開
し
て
い
ま
す（
土

・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
９
時
〜
１７
時
３０
分
）。

�問
秘
書
室

０
６

（
４
３
０
９
）３
１
０
０
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
４
７

��������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� �������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

児
童
手
当
制
度
は
、
次

代
の
社
会
を
担
う
児
童
の

健
や
か
な
成
長
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
中

学
校
卒
業
（
１５
歳
到
達
後

最
初
の
３
月
３１
日
）
ま
で

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

父
母
、
そ
の
他
の
保
護
者

に
手
当
を
支
給
す
る
制
度

で
す
。

た
だ
し
、
平
成
２４
年
６

月
分
の
手
当
か
ら
所
得
制

限
が
導
入
さ
れ
ま
し
た（
表

参
照
）。所
得
制
限
限
度
額

以
上
で
も
支
給
は
あ
り
ま

す
。【

対
象
と
支
給
額
】

請
求
者
の
所
得
が
所
得

制
限
限
度
額
未
満
の
方
の

支
給
額
（
１
人
当
た
り
月

額
）は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
３
歳
未
満
�
１
万
５

０
０
０
円

▽
３
歳
〜
小

学
生（
第
１
子
・
第
２
子
）

�
１
万
円

▽
３
歳
〜
小

学
生
（
第
３
子
以
降
）
�

１
万
５
０
０
０
円

▽
中

学
生
�
１
万
円

※
請
求
者
の
所
得
が
所

得
制
限
限
度
額
以
上
の
方

の
支
給
月
額
は
、
児
童
１

人
に
つ
き
一
律
５
０
０
０

円
（
特
例
給
付
）
と
な
り

ま
す
。「
第
３
子
以
降
」
と

は
、
１８
歳
到
達
後
の
最
初

の
３
月
３１
日
ま
で
養
育
し

て
い
る
児
童
の
う
ち
、
３

番
目
以
降
を
い
い
ま
す
。

【
支
給
時
期
】

原
則
と
し
て
毎
年
６
月

１５
日
、１０
月
１５
日
、２
月
１５

日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分

児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児
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国
民
健
康
保
険

特
定
健
診
の
受
診
券
を
送
付

就業支援を拡充
ひとり親家庭の母または父

未納分は至急納付を

国民健康保険料・後期高齢者医療保険料

公
開
し
て
い
ま
す

市
長
交
際
費

東 大 阪 市 政 だ よ り （２）平成２８年５月１５日



既
存
の
住
宅
に
一
定
の

耐
震
・
省
エ
ネ
・
バ
リ
ア

フ
リ
ー
改
修
工
事
を
し
た

場
合
に
、
所
有
者
か
ら
の

申
告
に
よ
り
固
定
資
産
税

を
減
額
し
ま
す
。

耐
震
基
準
に
適
合
さ
せ
る

住
宅
耐
震
改
修

�対
昭
和
５７
年
１
月
１
日

以
前
か
ら
所
在
す
る
住
宅

工
事
の
要
件

費
用
が
５０

万
円
を
超
え
る
現
行
の
耐

震
基
準
に
適
合
さ
せ
る
改

修
工
事
を
行
っ
た
場
合

減
額
す
る
額

当
該
住
宅

に
か
か
る
固
定
資
産
税
額

の
２
分
の
１（
１
戸
当
た
り

１
２
０
�
相
当
分
ま
で
）

減
額
期
間

改
修
工
事
完

了
の
翌
年
度
分（
対
象
と
な

る
住
宅
の
う
ち
通
行
障
害

既
存
耐
震
不
適
格
建
築
物

に
該
当
す
る
場
合
は
改
修

工
事
完
了
の
翌
年
度
か
ら

２
年
間
）

�申
申
告
書
に
指

導
監
察
課
・
建
築
士
・
登

録
住
宅
性
能
評
価
機
関
が

発
行
す
る
現
行
の
耐
震
基

準
に
適
合
し
た
工
事
で
あ

る
こ
と
の
証
明
書
や
工
事

費
用
が
わ
か
る
書
類
な
ど

を
添
付
し
、原
則
と
し
て
改

修
後
３
か
月
以
内
に
直
接

熱
損
失
を
防
止
す
る

省
エ
ネ
改
修

�対
平
成
２０
年
１
月
１
日

以
前
か
ら
所
在
す
る
住
宅

（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

対

象
と
な
る
改
修
工
事

窓

の
断
熱
改
修
工
事
を
含
む
、

床
・
天
井
・
壁
の
断
熱
改

修
工
事

工
事
の
要
件

平
成
２０
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
３０
年
３
月
３１
日
ま
で

に
、
補
助
金
な
ど
を
除
く

自
己
負
担
が
５０
万
円
を
超

え
る
改
修
工
事
を
行
い
、

改
修
後
の
床
面
積
が
５０
�

以
上
で
あ
り
、
熱
損
失
防

止
改
修
工
事
証
明
書
の
発

行
を
受
け
た
場
合

減
額

す
る
額

当
該
住
宅
に
か

か
る
固
定
資
産
税
額
の
３

分
の
１
（
１
戸
当
た
り
１

２
０
�
相
当
分
ま
で
）

減
額
期
間

改
修
工
事
完

了
の
翌
年
度
分

�申
申
告

書
に
建
築
士
・
指
定
確
認

検
査
機
関
・
登
録
住
宅
性

能
評
価
機
関
が
発
行
す
る

証
明
書
を
添
付
し
、
原
則

と
し
て
改
修
後
３
か
月
以

内
に
直
接

高
齢
者
・
障
害
者
が

居
住
す
る
住
宅

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

�対
新
築
さ
れ
た
日
か
ら

１０
年
以
上
を
経
過
し
た
、

高
齢
者
ま
た
は
障
害
者
が

居
住
す
る
住
宅
（
賃
貸
住

宅
を
除
く
）

対
象
と
な
る

改
修
工
事

▽
廊
下
の
拡

幅

▽
階
段
の
勾
配
の
緩

和

▽
浴
室
・
ト
イ
レ
の

改
良

▽
手
す
り
の
取
付

け

▽
床
の
段
差
の
解
消

な
ど

工
事
の
要
件

平

成
１９
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
３０
年
３
月
３１
日
ま
で
に
、

補
助
金
な
ど
を
除
く
自
己

負
担
が
５０
万
円
を
超
え
る

改
修
工
事
を
行
い
、
改
修

後
の
床
面
積
が
５０
�
以
上

で
あ
る
場
合

居
住
者
の

要
件

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

▽
６５
歳
以

上
の
方

▽
要
介
護
認
定

ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受

け
て
い
る
方

▽
障
害
の

あ
る
方

減
額
す
る
額

当
該
住
宅
に
か
か
る
固
定

資
産
税
額
の
３
分
の
１（
１

戸
当
た
り
１
０
０
�
相
当

分
ま
で
）

減
額
期
間

改
修
工
事
完
了
の
翌
年
度

分

�申
申
告
書
に
工
事
内

容
・
費
用
が
わ
か
る
書
類

や
明
細
書
、
工
事
箇
所
が

わ
か
る
写
真
、
居
住
者
の

要
件
に
該
当
し
て
い
る
こ

と
を
示
す
書
類
な
ど
を
添

付
し
、
原
則
と
し
て
改
修

後
３
か
月
以
内
に
直
接

◇

◇

※
工
事
の
前
に
必
ず
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
申
告
書

は
固
定
資
産
税
課
で
配
布
。

�申
�問
固
定
資
産
税
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１

４
０
〜
３
１
４
４
、�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
１
０

い
ず
れ
も
納
期
限
は
５

月
３１
日
�
で
す
。

固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
第
１
期
分

納
期
限
ま
で
に
市
税
取

扱
金
融
機
関
や
郵
便
局
ま

た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
（
バ
ー
コ
ー
ド
が
印

字
さ
れ
て
い
る
納
付
書
に

限
る
）
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。
口
座
振
替
を
利
用
し

て
い
る
方
は
、
残
高
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。
固
定

資
産
税
は
、
１
月
１
日
現

在
、
土
地
ま
た
は
家
屋
も

し
く
は
事
業
用
の
償
却
資

産
を
所
有
し
て
い
る
人
に

か
か
る
税
で
す
。
土
地
や

家
屋
を
売
買
し
た
場
合
は
、

契
約
内
容
な
ど
を
よ
く
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

軽
自
動
車
税

納
期
限
ま
で
に
市
税
取

扱
金
融
機
関
や
郵
便
局
ま

た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
は
、
４
月

１
日
現
在
の
所
有
者
に
、

そ
の
年
度
分
が
課
税
さ
れ

ま
す
。
４
月
１
日
を
過
ぎ

て
か
ら
廃
車
手
続
き
を
す

る
と
、
そ
の
年
度
分
は
課

税
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
４

月
２
日
以
降
に
登
録
手
続

き
を
し
た
場
合
、
そ
の
年

度
分
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

自
動
車
税
（
府
税
）

納
税
通
知
書
裏
面
に
記

載
の
金
融
機
関
、郵
便
局
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

府
税
事
務
所
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
（
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
手
続
き
）
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

ペ
イ
ジ
ー
で
の
納
税
も
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
各
金

融
機
関
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。◇

◇

�問
▽
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
の
課
税
�
固
定

資
産
税
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
４
１
〜
３
１

４
４
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
１
１

▽
軽
自
動
車

税
の
課
税
�
税
制
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１

３
４
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
１
０

▽
納
付
相
談

�
納
税
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
４
８
、�
０
６

（
４
３
０
９
）３
８
０
８

▽
自
動
車
税
に
つ
い
て
�

府
自
動
車
税
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー

０
５
７
０
（
０
２

０
１
５
６
）

４
月
、
熊
本
地
方
を
大

き
な
地
震
が
何
度
も
襲
い
、

い
く
つ
も
の
建
物
が
倒
壊

し
ま
し
た
。

市
で
は
、
耐
震
性
が
不

充
分
な
建
築
物
の
耐
震
改

修
を
進
め
て
い
く
た
め
、耐

震
診
断
・
改
修
に
対
す
る

補
助
や
耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
派
遣
を
し
て
い
ま
す
。

巨
大
地
震
が
発
生
し
た

と
き
の
住
宅
被
害
の
う
ち
、

特
に
心
配
な
の
が
昭
和
５６

年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木

造
住
宅
で
す
。
耐
震
診
断

を
受
け
る
と
補
強
・
改
修

の
必
要
性
の
有
無
が
具
体

的
に
わ
か
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

補
助
制
度
な
ど
の
対
象

は
、
い
ず
れ
も
昭
和
５６
年

５
月
３１
日
以
前
に
市
内
に

建
て
ら
れ
た
木
造
の
住
宅

で
す
。

な
お
、補
助
交
付
に
は
、

市
と
の
事
前
打
合
せ
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
一
部
補

助
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
�１

耐
震
診
断
で
住
ま
い
の

安
全
を
確
か
め
よ
う

【
木
造
住
宅
耐
震
診
断

員
派
遣
制
度
】

一
定
の
要
件
を
満
た
す

木
造
住
宅
に
対
し
、
専
門

家
を
派
遣
し
て
耐
震
診
断

を
行
い
ま
す
。

派
遣
対
象
建
築
物

一

戸
建
て
、
長
屋
ま
た
は
共

同
住
宅

※
診
断
費
用
や

所
有
者
負
担
額
な
ど
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
耐
震
診
断
補
助
制
度
】

一
定
の
要
件
を
満
た
す

住
宅
に
対
し
、耐
震
診
断
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
�２

耐
震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

ご
相
談
を

木
造
住
宅
耐
震
診
断
員

派
遣
制
度
と
あ
わ
せ
て
耐

震
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を

利
用
す
る
と
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
耐
震
化
に
向
け
た

補
強
方
法
や
費
用
の
概
算

な
ど
の
相
談
に
無
料
で
応

じ
ま
す
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
�３

耐
震
設
計
・
改
修
で

安
心
安
全
な
住
ま
い
を

【
耐
震
改
修
設
計
補
助

・
改
修
補
助
】

一
定
の
要
件
を
満
た
す

木
造
住
宅
の
耐
震
設
計
や

改
修
工
事
に
対
し
、
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す（
設

計
・
改
修
補
助
あ
わ
せ
て

最
大
１
０
０
万
円
）。

補
助
対
象
建
築
物

地

上
２
階
建
て
以
下
の
一
戸

建
て
、
長
屋
、
共
同
ま
た

は
兼
用
住
宅

補
助
限
度

額

▽
設
計
�
耐
震
改
修

設
計
費
用
（
耐
震
診
断
お

よ
び
工
事
監
理
費
用
を
除

く
）
の
７
割
（
上
限
１０
万

円
）

▽
工
事
�
耐
震
改

修
工
事
費
用
と
４０
万
円（
低

所
得
者
、
高
齢
者
、
市
内

事
業
者
に
は
加
算
あ
り
）

を
比
較
し
て
低
い
額

▽

工
事
監
理
�
工
事
監
理
費

用
と
１０
万
円
を
比
較
し
て

低
い
額

※
自
ら
居
住
す

る
所
有
者
に
適
用
す
る
補

助
制
度
で
す
。
自
ら
居
住

し
な
い
場
合
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

【
除
却
工
事
補
助
】

耐
震
性
が
不
足
す
る
木

造
住
宅
に
つ
い
て
、
除
却

工
事
を
す
る
場
合
に
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
建
築
物

地

上
２
階
建
て
以
下
の
一
戸

建
て
、
長
屋
、
共
同
ま
た

は
兼
用
住
宅

対
象
と
な

る
建
築
物
所
有
者

▽
個

人
所
有
者

▽
世
帯
の
月

額
所
得
が
２１
万
４
０
０
０

円
以
下

▽
資
産
が
１
０

０
０
万
円
以
下

補
助
限

度
額

▽
戸
建
住
宅
�
除

却
工
事
に
要
す
る
費
用
と

４０
万
円
を
比
較
し
て
低
い

額

▽
長
屋
・
共
同
住
宅

�
除
却
工
事
に
要
す
る
費

用
と
１
０
０
万
円
を
比
較

し
て
低
い
額

※
い
ず
れ

も
�
当
た
り
７
０
０
０
円

以
内
。

耐
震
診
断
セ
ミ
ナ
ー
へ

ご
参
加
を

�時
５
月
２８
日
�
１０
時
〜

１２
時

�所
市
役
所
本
庁
舎

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

�内

▽
耐
震
・
防
災
セ
ミ
ナ
ー

（
熊
本
地
震
の
話
、
家
具

転
倒
防
止
策
な
ど
）

▽

住
ま
い
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

対
策

▽
個
別
相
談
会

な

ど

※
申
込
不
要
。

◇

◇

詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

�申
�問
指
導
監
察
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
２

４
５
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
３
４

納
期
限
は
５
月
３１
日

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、軽
自
動
車
税

住宅にかかる固定資産税を減額
耐震・省エネ・バリアフリー改修工事

工事前に相談を

耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度のののののののののののののののののののののののののののの活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用をををををををををををををををををををををををををををを
熊本地震を教訓に
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あなた自身のために受けましょう

ＨＩＶ感染を
確認できるのは検査だけ

エイズ（後天性免疫不全症候群）

は、ＨＩＶ（ヒト免疫不全ウイルス）

の感染により免疫機能が破壊されて

起こるさまざまな病気です。

一人ひとりがエイズやＨＩＶにつ

いて学び、感染を予防したり検査を

受けたりするなど、感染拡大を防ぎ

ましょう。

【エイズ患者の潜在的増加に懸念】
昨年の大阪府内の新規ＨＩＶ感染

者数は１６８人で、前年に比べ１２人増加

しました。また、新規エイズ患者数

は５３人で横ばいです。新規エイズ患

者の約６．５割は２０歳代から３０歳代の方

です。感染に気づかず生活を送るこ

とで、二次感染による感染者の潜在

的増加が懸念されています。

ＨＩＶに感染していても自覚症状

はほとんどないため、感染している

かどうかを確認する方法は、ＨＩＶ

検査しかありません。

感染を早期に発見し、適切な治療

を受けることでエイズの発症を抑え

ることができます。明日からのあな

た自身のために、まず検査を受けま

しょう。

【夜間即日エイズ抗体検査】
匿名・無料で検査できます。受け

たその日に結果がわかります。 �時
６月７日�１８時～１９時３０分 �所中保
健センター �定３０人（当日先着順）
※希望者には同時にＢ型・Ｃ型肝炎

検査、梅毒検査、クラミジア検査も

実施します（結果は１週間後、当セ

ンターで返却）。男性のクラミジア検

査は尿検査です。検査前１時間は排

尿せずにお越しください。

【専門相談】
保健センターでは、専門相談でエ

イズ抗原抗体検査、Ｂ型・Ｃ型肝炎

検査、梅毒検査、クラミジア検査を

実施しています。 ※いずれも匿名

・無料で検査できます（結果は１週

間後、保健センターで返却）。日程は

保健センターへお問合せください。

◇ ◇

※検査についての証明書の発行は

ありません。

風しん抗体検査
免疫があるか、まず調べましょう

妊娠中（特に妊娠初期）に風しん

に感染すると、生まれてくる子ども

が心疾患や白内障、聴力障害など「先

天性風しん症候群」になる可能性が

高くなります。

風しんの予防には、風しんに対す

る免疫を獲得するワクチンの接種が

有効です。まずは、充分な免疫があ

るかどうかを調べる抗体検査（無料）

を受け、予防接種が必要かどうかを

判断しましょう。

【平日の抗体検査】
�時�所�６月７日��東保健センタ
ー �６月９日�、７月１４日��西
保健センター �７月４日��中保
健センター ☆いずれも９時３０分～

１１時 �定各２０人（申込先着順）

【平日夜間の抗体検査】
�時５月１８日�１８時～１９時３０分 �所
保健所母子保健・感染症課 �定３０人
（申込先着順）

◇ ◇

�対本市に住民登録があり、次のい
ずれかに該当する方 �妊娠を希望
する昭和４２年４月２日～平成１０年４

月１日生まれの女性（妊娠中の方を

除く） �上記�の配偶者またはパ
ートナーで、平成１０年４月１日以前

生まれの男性 �風しんの抗体価が
低い妊娠中の女性の配偶者またはパ

ートナーで、平成１０年４月１日以前

生まれの男性 ※これまでに風しん

抗体検査を受けたことがある方など

は対象外。詳しくは市ウェブサイト

をご覧いただくか、お問合せくださ

い。 �持免許証や健康保険証など年
齢・住所が確認できるもの、�の対
象者は抗体価が低いことがわかるも

の �申各実施場所へ電話で

�問�東・中・西保健センター
�母子保健・感染症課 ０７２（９６０）

３８０５、�０７２（９６０）３８０９

乳がん（マンモグラフィ）検診

�時６月７日�９時３０分から・１３時
３０分から �所池島小学校 �対平成２８
年４月１日現在、４０歳以上の偶数年

齢の女性または無料クーポン券対象

者 �定各３０人（申込先着順） �料８００
円 ※後期高齢者医療被保険者証ま

たは高齢受給者証をお持ちの方は無

料。なお、生活保護受給者または市

民税非課税世帯の方は事前に保健セ

ンターで無料受診券の交付を受けて

ください。 �持問診票、東大阪市が
ん検診受診証、健康手帳、バスタオ

ル �申５月１６日�から電話で
�申�問東保健センター

糖尿病食事学習会

�時�所�定�申�５月３１日�１０時３０分～
１４時�東保健センター／１６人（申込
先着順）／５月２７日�まで �６月
１４日�１０時３０分～１４時�西保健セン
ター／２５人（申込先着順）／６月９日

�まで �対血糖値が高めまたは軽症
糖尿病の方とその家族 �内調理実習、
ミニ講話 �料７００円 �持エプロン、三
角巾、手ふき �申電話または直接
�申�問東・西保健センター

マタニティ歯科健康相談

�時�所�６月３日��西保健センタ
ー �２３日��東保健センター ※

時間は申込時に伝えます。 �対妊娠
２０週以降の妊婦 �定各１５人（申込先
着順） �持母子健康手帳 �申電話で
�申�問東・西保健センター

マタニティクッキング

�時�所�６月１６日��東保健センタ
ー �２８日��中保健センター ☆

いずれも１３時３０分～１６時 �対妊娠２０
週以降の妊婦 �内マタニティ期の栄
養、料理テクニックなど �持母子健
康手帳 �申電話で
�申�問東・中保健センター

マタニティクラス

�時�所�内�６月１日�１３時３０分～１６
時�東保健センター／育児編 �１０
日�１３時３０分～１５時３０分�西保健セ
ンター／お産編 �２１日�１３時３０分
～１６時�中保健センター／お産編
�対妊娠２０週以降の妊婦 �持母子健康
手帳 �申電話で
�申�問東・中・西保健センター

家族でマタニティ教室

�時６月１７日�１３時３０分～１６時 �対
妊婦とそのパートナー・家族 �定１２
組（申込先着順） �内家族による赤
ちゃんのお風呂体験、赤ちゃんとの

生活 �持母子健康手帳 �申電話で
�所�申�問西保健センター

２歳児歯科健康相談

�時�所�６月１６日��西保健センタ
ー �２０日��東保健センター �
２８日��中保健センター ※時間は

申込時に伝えます。 �対市内在住の
平成２６年６月生まれの幼児 �定各３０
人（申込先着順） �持母子健康手帳
�申電話で
�申�問東・中・西保健センター

ヘルスメイトおすすめクッキング
伝統食を伝えるのは、今・で・し・ょ�

�時６月９日�１３時～１５時３０分 �対
市内在住の方 �定１８人（申込先着順）
�内調理実習「昔も今も、カラダに優し
い郷土の味」と試食、元気度測定

�料３５０円 �持エプロン、三角巾、手ふ
き２枚 �申基本事項（８面に掲載）
を６月７日�までに電話で（ファク
ス、直接も可）

�所�申�問中保健センター

平成１７年度から２１年度にかけての

積極的勧奨の差控えによって日本脳

炎の予防接種を受けていない方は、

日本脳炎の予防接種の残り回数を定

期接種として無料で受けられます。

平成７年４月２日～
平成１９年４月１日生まれで

１期・２期の接種が
終わっていない方

特に、平成１０年４月２日～平成１１

年４月１日生まれの高校３年生年齢

相当の方は、２期の接種が充分に行

われていないことがあります。

母子健康手帳を確認し、日本脳炎

の接種が不足している場合は、２０歳

の誕生日前日までに接種を受けまし

ょう。子どもの過去の接種回数によ

って、次のとおり接種してください。

【過去に１回も接種したことがな
い場合】
１期初回接種相当を６日～２８日の

間隔をおき２回、１期追加接種相当

はその後おおむね１年の間隔をおい

て接種してください。その後６日以

上の間隔をおいて、９歳以上の方は

４回目（２期接種相当）を接種しま

す。

【過去に１回～３回接種している
場合】
前回の接種から接種間隔が開いて

いても差し支えないので、６日以上

の間隔をおいて、残りの回数を接種

してください。４回目（２期接種相

当）については、１期接種相当を終

えた９歳以上の方が対象となります。

なお、４回目（２期接種相当）の接

種時期については主治医とご相談く

ださい。

平成１９年４月２日～
平成２１年１０月１日生まれで

１ 期 の 接 種 が
終わっていない方

母子健康手帳を確認し、日本脳炎

の１期の接種が不足している場合は、

不足している回数を２期の対象年齢

内（９歳～１２歳）に接種することが

できます。子どもの過去の接種回数

によって、次のとおり接種してくだ

さい。

【平成２２年３月３１日までに１回も
接種したことがない場合】
１期初回接種相当を６日～２８日の

間隔をおき２回、１期追加接種相当

はその後おおむね１年の間隔をおい

て接種してください。

【平成２２年３月３１日までに１回で
も接種している場合】
前回の接種から接種間隔が開いて

いても差し支えないので、６日以上

の間隔をおいて、残りの回数を接種

してください。

予防接種の受け方

市委託医療機関に予約し、母子健

康手帳を持参のうえ、接種してくだ

さい。市委託医療機関は市ウェブサ

イトをご覧いただくか、お問合せく

ださい。

「予防接種申込書及び予診票」は

医療機関にあります。すこやか番号

がわかる方は、予診票に記入してく

ださい。

◇ ◇

�問�母子保健・感染症課 ０７２

（９６０）３８０５、�０７２（９６０）３８０９ �
東・中・西保健センター

����������������������������������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

抗抗体体検検査査をを受受けけままししょょうう

接種回数の確認を

日本脳炎予防接種

東 大 阪 市 政 だ よ り （４）平成２８年５月１５日



肺がん・結核エックス線検診

�時�所�６月１日�９時２０分～１０時
３０分、１４日�１３時～１４時１０分�中保
健センター �７日�９時１０分から
・１０時から�西保健センター �８
日�１３時１５分から・１４時から�東保
健センター �対�肺がん検診�市内
在住の４０歳以上の方 �結核検診�
市内在住の６５歳以上の方 �定各日４０
人（申込先着順） �申電話または直接
�申�問東・中・西保健センター

ふたごの教室

�時�所�内�６月８日�９時４５分～１１
時１５分�中保健センター／みんなで
おしゃべり �１７日�１０時～１１時�
東保健センター／親子で七夕飾り作

り �２２日�９時４５分～１１時３０分�
西保健センター／ママのリフレッシ

ュ～おしゃべり会 �対市内在住のふ
たご、みつごを妊娠・出産している

方とその子ども �申電話で ※８日

は初めての方のみ要申込み。

�申�問東・中・西保健センター

血糖値が高い方へ
血液サラサラ教室

一人ひとりにあった栄養や運動、

生活指導と血液検査を実施し、６か

月で血糖コントロールをめざします。

初回の�時６月７日�９時３０分～１２時
（以降６か月間で計５日間。日程は

個別に調整） �対特定健診や人間ド
ックなどの結果で血糖値（HbAlc）

が５．６以上でＢＭＩが２５未満の６４歳ま

での方 �定２５人（申込先着順で初め
ての方を優先） �申基本事項（８面
に掲載）を電話で（ファクス、Ｅメ

ール、直接も可）

�所�申�問東保健センター �higas
hihoken@city.higashiosaka.lg.jp

スマイル健康塾

�時６月３日�・７月１日�１３時３０
分～１５時３０分（計２日間） �対全日
程参加できる市内在住の４０歳以上の

方 �定３０人（申込先着順） �内ラジ
オ体操、竹踏み体操、口腔体操、健

脳エクササイズ、講話 �持運動がで
きる服・靴、タオル、飲み物 �申基
本事項（８面に掲載）を５月１６日�
から電話で（ファクス、Ｅメール、

直接も可）

�所�申�問東保健センター �higas
hihoken@city.higashiosaka.lg.jp

がん検診・肝炎ウイルス検診
無料クーポン券を送付

けい

子宮頸がん・乳がん・肝炎ウイル

ス検診の自己負担金が無料になるク

ーポン券を次の対象者に送付します

（５月末ごろ発送）。有効期限は来年

３月３１日です。 �対�子宮頸がん検
診�２０歳の女性 �乳がん検診�４０
歳の女性 �肝炎ウイルス検診�４０
歳の方 ※平成２８年４月１日現在の

年齢。４月２１日以降に本市に転入し

た方は手続きが必要です。

�問健康づくり課

健康・禁煙相談広場

�時�所�６月８日���中保健セン
ター �９日���グリーンパル（中
鴻池）、�夢広場（布施駅前） �１４日
���東保健センター、�ももの広
場（楠根） �１７日���市民ふれあ
いホール（鳥居町）、�中保健センタ
ー �２１日���ゆうゆうプラザ（日
下）、�はすの広場（近江堂） ☆�
は１０時３０分～１１時３０分、�は１５時～
１６時 �対市内在住の２０歳以上の方
�内健康・禁煙相談、血圧測定など
�問東・中・西保健センター

成人歯科健康相談

�時６月２日�９時２０分～１０時３０分
�対市内在住の２０歳以上の方 �定１２人
（申込先着順） �申電話で
�所�申�問中保健センター

健康トライ応援隊
笑って認知症予防を�

市民グループ「健康トライ応援隊」

や保健師といっしょに認知症の予防

法を学んだり、つんく体操（愛称）

をしたりします。 �時６月１５日�１０
時～１１時 �定２０人（申込先着順）
�持運動ができる服・靴 �申電話また
は直接

�所�申�問西保健センター

血糖値を下げる教室

�時�６月６日�・２０日�・７月４
日�１３時～１６時（計３日間） �対血糖
値が高めの方（HbA1c６．５％～７．９％）

またはその家族 �定１８人（申込先着
順） �内医師の講話、運動実習、食
事相談など �持最近の血液検査の結
果（あれば） �申基本事項（８面に
掲載）を５月３１日�までに電話で（フ
ァクス、直接も可）

�所�申�問中保健センター

５月～１０月は食中毒予防強化期間
つけない 増やさない やっつける

食中毒予防のために次のポイント

を実践しましょう。

�食品の購入 �生鮮食品は新鮮
なものを選ぶ �消費期限や保存温
度などの表示を確認する �肉や魚
などは別々のビニール袋に入れる

�冷蔵や冷凍などの温度管理が必要
な食品は買い物の最後に購入し、す

ぐに持ち帰る（保冷剤や保冷用氷な

どを活用）

�家庭での保存 �要冷蔵食品や
冷凍食品は、すぐに冷蔵庫や冷凍庫

に入れる �冷蔵庫や冷凍庫は詰め
すぎない（７割程度）

�下準備 �肉や魚などを調理し
た後やトイレに行った後などは、よ

く手を洗う �生鮮食品は常温で放
置しない

�調理 �包丁、まな板は食材に
よって使い分け、使用後すぐに洗浄

・消毒する �加熱調理する食品は、
中心部までしっかり火を通す

�食事 �食べる前に必ず手を洗
う �調理後はすぐに食べる
�残った食品 �適切な方法で保
存する �怪しいと思ったものは、
思い切って捨てる

【食肉の生食にはご注意】
最近、カンピロバクターという菌

による食中毒が増加しています。こ

れは、鶏肉などの生食が主な原因で

すので充分加熱してから食べましょ

う。また、生食用の牛肉（ユッケ、

タタキなど）は、高齢者や乳幼児な

ど抵抗力の弱い方は食べないように

しましょう。

牛レバーを生で食べることはでき

ません。市販の牛レバーは加熱用で

すので、決して生や加熱不充分なも

のは食べないようにしてください。

なお、昨年６月から豚肉（内臓含む）

も生食用として販売・提供すること

が禁止されています。しっかり加熱

してください。

◇ ◇

�問食品衛生課 ０７２（９６０）３８０３、�
０７２（９６０）３８０７

処方箋をもらったときに調剤し

てもらう薬局を決めておくと、あ

なたの体質や今までに服用した薬

のことなどが記録され、薬の量や

飲み合わせを確認して調剤しても

らうことができます。

また、複数の医療機関にかかっ

ている場合、薬の名前は別でも、

よく似た作用や全く同じ成分のも

のが処方されていることがありま

す。「お薬手帳」を持参し、かかり

つけ薬局に確認してもらうことで、

これらによる副作用を防ぐことが

できます。

薬局でもらう薬のことだけでな

く、市販薬や健康食品についての

相談もできる身近なかかりつけ薬

剤師・薬局をもちましょう。

�問環境薬務課 ０７２（９６０）３８０４、

�０７２（９６０）３８０７
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日本における前立腺がんは、高

齢化社会の進展や生活の欧米化な

どにより増加傾向にあります。昨

年、新たに前立腺がんと診断され

た患者数は約９万８，０００人で、胃が

んや肺がんを抑え今や日本男性が

患うがんの中で最も多いがんにな

っています。一方、そのうち前立

腺がんで亡くなった人は１万２，２００

人で、男性のがんによる死因の６

位にとどまり、必ずしも命に関わ

るがんというわけではありません。

前立腺がんは多くの場合、進行

が比較的緩やかで、早期がんであ

れば命に関わるまで一般的には１０

年から２０年ほどの長い時間がかか

るといわれています。高齢者の早

期前立腺がんの場合、何も治療し

なくても命に関わらない方も多く

います。しかしながら、中には急

速に進行する前立腺がんもあるの

で注意が必要です。

また、早期の前立腺がんはほと

んど症状がありません。進行がん

になってはじめて排尿障害や骨の

転移による痛みなどが現れます。

しかし、残念ながら進行性の前立

腺がんでは根治療法は望めません。

根治可能な早期の前立腺がんは

検診でしか見つけることができま

せん。前立腺がんの検診は、採血

をしてＰＳＡという前立腺がんの

腫瘍マーカーを測定するだけです。

がんが疑わしい場合には精密検査

を行い、がんの有無だけではなく、

がんの進行の速さなどを調べます。

そして、その方の健康状態や、が

んの進行の速さなどを考慮し、適

切な治療方法を選択することにな

ります。ＰＳＡ検診は、一般のか

かりつけ医でも可能です。５０歳代、

６０歳代の男性はぜひ一度受診して

ください。

�問市立総合病院総務課 ０６

（６７８１）５１０１、�０６（６７８１）２１９４
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１１２２ 市立総合病院
泌尿器科 小 野 豊 参事部長

前立腺がん検診のすすめ

副作用を防ぐために

かかりつけ薬剤師・
薬局をもちましょう

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（５） 平成２８年５月１５日
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４
駅
で
３６
万
円

街
頭
募
金
活
動
を

実
施

市
で
は
４
月
２２
日
、
近

鉄
河
内
小
阪
駅
な
ど
市
内

の
４
駅
で
市
社
会
福
祉
協

議
会
と
の
協
働
に
よ
り
募

金
活
動
を
行
い
、
野
田
市

長
ら
が
「
熊
本
支
援
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
大
き
な
声
で
呼
び
か
け

ま
し
た
（
写
真
下
）。こ
の

日
集
ま
っ
た
３６
万
３
４
５

円
は
、
大
阪
府
共
同
募
金

会
を
通
じ
て
被
災
地
へ
届

市
内
の
市
施
設
や
福
祉
施
設
に
募
金

箱
を
設
置
し
、
６
月
２４
日
ま
で
義
援
金

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
あ

た
た
か
い
支
援
を
被
災
地
に
届
け
ま
す
。

現地の市役所と

連携・情報共有を

しながら、市域の

避難所を調査し、

被災された人たち

の健康状態を把握

するという業務に

あたりました。避

難所での体調管理のためにも、継続してお薬を

飲んでいる方は、避難するときに「お薬手帳」

を持って出ていただければ、病状や服薬状況な

どがわかり、医療ケアが行いやすくなるという

ことを知っておいてもらいたいです。

市
で
は
、
今
後
、
本
格
的
に
到
来
す
る
人
口
減
少
社
会
に

対
応
し
て
い
く
た
め
、
長
期
目
標
を
定
め
た
「
東
大
阪
市
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
平
成
３１
年
度
ま
で
に
行
う
新
た
な
実
施
・

拡
充
事
業
を
ま
と
め
た
「
東
大
阪
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
本
市
へ
の
旅
行
者
を
増
や
し
て
、
よ
り
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
ま
ち
に
し
て
い
く
た
め
、「
東
大
阪
市
観
光
振
興
計

画
」
も
策
定
し
ま
し
た
。

将
来
の
ま
ち
の
姿
を

明
ら
か
に人

口
ビ
ジ
ョ
ン

市
で
は
、
人
口
の
現
状

を
分
析
し
、
２
０
６
０
年

ま
で
を
対
象
と
し
て
今
後

め
ざ
す
べ
き
将
来
の
方
向

と
人
口
展
望
を
示
し
た「
東

大
阪
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

国
勢
調
査
に
よ
る
と
、

本
市
の
人
口
は
昭
和
６０
年

以
降
緩
や
か
な
減
少
が
続

い
て
い
ま
す
。
年
齢
別
の

人
口
分
布
を
見
る
と
、
４０

歳
未
満
の
人
口
が
減
少
し

て
い
る
一
方
で
６５
歳
以
上

の
人
口
は
増
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
学
生
世
代
の

転
入
超
過
の
一
方
で
、
就

職
・
子
育
て
世
代
の
転
出

超
過
が
目
立
ち
ま
す
。
こ

れ
ら
が
現
在
の
本
市
に
お

け
る
人
口
の
特
徴
で
あ
り
、

こ
の
状
況
が
今
後
も
続
く

と
、
本
市
の
人
口
は
２
０

６
０
年
に
２８
万
人
に
ま
で

減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
そ
こ
で
「
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」
で
は
、
合
計

特
殊
出
生
率
が
２
０
４
０

年
ま
で
に
希
望
出
生
率（
２

・
０
６
）ま
で
上
昇
す
る
こ

と
、ま
た
東
京
一
極
集
中
の

是
正
に
よ
り
東
京
都
へ
の

転
出
超
過
が
２
０
２
０
年

ま
で
に
段
階
的
に
ゼ
ロ
に

な
る
こ
と
を
仮
定
し
た
う

え
で
、さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に

取
り
組
み
２
０
６
０
年
時

点
で
３５
万
人
を
維
持
す
る

こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
に

夢
と
希
望
を

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略

市
で
は
、
人
口
減
少
と

少
子
高
齢
化
の
さ
ら
な
る

進
行
に
歯
止
め
を
か
け
、

市
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲

げ
る
目
標
「
２
０
６
０
年

に
３５
万
人
の
人
口
を
維
持

す
る
」
を
達
成
す
る
た
め

の
５
か
年
計
画
「
東
大
阪

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

戦
略
の
中
で
は
、産
業
、

観
光
、
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
、
地
域
づ
く
り
の
４

つ
の
基
本
目
標
を
軸
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
具
体

的
な
施
策
を
定
め

て
い
ま
す
（
左
上

図
参
照
）。

な
お
、
そ
れ
ら

の
施
策
の
推
進
に

あ
た
っ
て
は
、
毎

年
度
評
価
と
見
直
し
を
重

ね
、
目
標
の
達
成
に
向
け

て
進
め
て
い
き
ま
す
。

住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て

よ
し
、
稼
い
で
よ
し
の

ま
ち
づ
く
り

観
光
振
興
計
画

本
市
の
も
つ
独
自
の
地

域
資
源
や
特
徴
を
生
か
し

な
が
ら
、
市
内
企
業
や
市

民
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
経

済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
く
た
め
、「
東
大
阪
市
観

光
振
興
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

近
年
の
国
内
外
旅
行
者

の
観
光
に
対
す
る
需
要
は

多
様
化
し
つ
つ
あ
り
、
そ

の
地
域
で
し
か
感
じ
る
こ

と
が
で
き
な
い
よ
う
な
体

験
を
し
た
い
と
い
う
旅
行

者
が
増
え
て
い
ま
す
。
東

大
阪
市
は
、
い
わ
ゆ
る
名

所
・
旧
跡
と
い
っ
た
観
光

地
を
前
面
に
押
し
出
し
て

発
展
し
た
都
市
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
本
市

は「
モ
ノ
づ
く
り
の
ま
ち
」

「
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
」
と

い
う
全
国
的
な
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、ま
た
、

２
０
１
９
年
に
は
ラ
グ
ビ

ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
地
域
の
観

光
推
進
の
舵
取
り
役
で
あ

り
、
旅
行
者
と
事
業
者
を

結
ぶ
中
間
支
援
組
織
を
立

ち
上
げ
、
事
業
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

こ
の
計
画
で
は
、
右
表

の
重
点
施
策
の
推
進
を
中

心
に
、
経
済
の
活
性
化
を

図
る
と
と
も
に
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
自
ら
の
地
域
に

対
す
る
誇
り
と
愛
着
を
高

め
ら
れ
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
い
き
ま
す
。

◇

◇

計
画
の
全
文
な
ど
詳
し

く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

�問
企
画
室

０
６（
４
３

０
９
）３
１
０
１
、�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
２
６

景
観
重
要
建
造
物
・
樹

木
の
指
定
制
度
を
開
始

市
内
に
は
、
人
々
に
愛

さ
れ
、
見
た
目
の
優
れ
た

建
造
物
や
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
る
よ
う
な
樹
木
と

い
っ
た
地
域
資
源
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

は
市
民
に
充
分
認
識
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
り
、
年
月

を
経
て
失
わ
れ
て
し
ま
っ

た
り
し
て
、
地
域
の
魅
力

向
上
に
活
用
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
が
地
域
資
源
を

認
識
・
共
有
し
、
市
全
体

の
財
産
と
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
市
で
は
景
観

重
要
建
造
物
お
よ
び
景
観

重
要
樹
木
の
指
定
制
度
を

導
入
し
ま
し
た
。

本
制
度
は
、
市
全
体
の

財
産
と
な
る
に
ふ
さ
わ
し

い
建
造
物
や
樹
木
を
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
募
り
、
審

議
会
の
意
見
を
聴
き
、
要

件
に
該
当
す
る
も
の
を
指

定
し
ま
す
。
指
定
を
受
け

た
も
の
は
、
許
可
な
く
増

築
や
伐
採
な
ど
形
を
変
え

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

景
観
が
保
存
さ
れ
ま
す
。

身
近
に
思
い
当
た
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

屋
敷
林
の
保
全
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

江
戸
時
代
に
大
和
川
の

付
替
え
に
功
績
の
あ
っ
た

中
甚
兵
衛
翁
ゆ
か
り
の
旧

家
で
、
全
国
的
に
も
珍
し

い
市
街
地
の
屋
敷
林
・
今

米
特
別
緑
地
保
全
地
区（
川

中
邸
）
の
保
全
活
動
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

�時
５
月
２３
日
�
１３
時
３０

分
〜
１５
時

※
雨
天
中
止
。

�対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学（
い
ず
れ
か
）の
１８
歳
以

上
の
方

�内
屋
敷
林
の
自

然
の
お
話
、
清
掃
活
動
な

ど

�持
軍
手
、
飲
み
物

�申
５
月
２０
日
�
ま
で
に
電

話
で緑

化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

キ
ャ
ラ
バ
ン

地
元
企
業
や
団
体
と
協

働
し
、
公
共
施
設
を
花
で

彩
り
ま
せ
ん
か
。

�時
６
月
９
日
�
１０
時
〜

１２
時

※
雨
天
中
止
。

�所
近
鉄
布
施
駅
北
側
ロ
ー

タ
リ
ー

�対
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学（
い
ず
れ
か
）

の
方

�持
軍
手
、
飲
み
物

※
申
込
不
要
。

み
ど
り
の
景
観
ま
ち

づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト

公
共
的
な
場
所
や
道
行

く
人
た
ち
の
目
に
ふ
れ
る

場
所
で
取
り
組
む
「
公
園

の
緑
」「
学
校
の
緑
」「
街

角
の
緑
」「
庭
先
の
緑
」
の

４
部
門
で
実
施
し
ま
す
。

各
部
門
で
優
秀
な
作
品
を

決
定
し
、
賞
状
と
記
念
品

を
贈
呈
。
１０
月
２３
日
�
開

催
の
東
大
阪
グ
リ
ー
ン

フ
ェ
ス
タ
で
表
彰
し
ま

す
。�対

市
内
で
活
動
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
・
事
業

所
・
個
人

※
現
地
審

査
あ
り
。

�申
応
募
用

紙
と
活
動
状
況
が
分
か

る
写
真
を
７
月
１５
日
�

（
必
着
）
ま
で
に
郵
送

ま
た
は
直
接

※
応
募
用

紙
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

募
集
し
ま
す
�

み
ど
り
の
写
真

み
ど
り
の
美
し
さ
や
大

切
さ
、
み
ど
り
と
人
と
の

ふ
れ
あ
い
な
ど
を
テ
ー
マ

に
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

入
選
者
は
１０
月
初
旬
ま
で

に
通
知
し
た
う
え
、
賞
状

と
記
念
品
を
贈
呈
。
入
選

作
品
は
１０
月
２３
日
�
開
催

の
東
大
阪
グ
リ
ー
ン
フ
ェ

ス
タ
で
展
示
し
ま
す
。

�対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学（
い
ず
れ
か
）の
方

規

格

Ａ
４
サ
イ
ズ
ま
た
は

４
つ
切
り

�申
作
品
の
裏

面
に
タ
イ
ト
ル
と
基
本
事

項（
８
面
に
掲
載
）、
職
業

（
学
校
名
）を
書
い
て
７
月

３１
日
�（
消
印
有
効
）ま
で

に
郵
送
ま
た
は
直
接

※

作
品
の
版
権
は
市
に
帰
属

し
、
返
却
し
ま
せ
ん
。

ま
ち
に
彩
り
を

花
づ
く
り
学
習
会

種
か
ら
花
を
育
て
、
市

内
の
公
道
な
ど
か
ら
多
く

の
人
が
観
賞
で
き
る
場
所

に
グ
ル
ー
プ
で
花
を
飾
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
各
グ
ル

ー
プ
に
つ
き
１
人
、
９
月

５
日
�
１０
時
〜
１２
時
に
花

園
中
央
公
園
で
開
催
す
る

講
習
会
に
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。
花
の
種
、
土
、
プ

ラ
ン
タ
ー
、
ジ
ョ
ウ
ロ
な

ど
は
９
月
上
旬
ご
ろ
配
布

し
ま
す
。

�対
自
治
会
、

緑
化
グ
ル
ー
プ
な
ど

�定

２０
組
（
抽
選
）

※
完
了

時
に
は
活
動
報
告
書
（
写

真
添
付
）
の
提
出
が
必
要

で
す
。

�申
申
請
書
類
を

７
月
１５
日
�
（
必
着
）
ま

で
に
郵
送
ま
た
は
直
接

助
成
し
ま
す

民
有
地
で
の
植
樹
資
金

工
事
の
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
工
事
着
手
前
の

現
場
確
認
時
に
申
請
書
を

配
布
し
ま
す
。
助
成
を
受

け
た
植
栽
は
５
年
間
変
更

で
き
ま
せ
ん
。

【
個
人
住
宅
】

�対
道
路
に
面
し
て
い
る

長
さ
が
３
ｍ
以
上
の
生
垣

助
成
額

１
件
１
万
円
以

上
か
か
る
植
樹
費
用
の
２

分
の
１
（
上
限
２０
万
円
）

【
事
業
所
】

�対
職
場
と
住
居
が
同
じ

場
合
は
職
場
に
比
重
が
大

き
い
も
の

※
工
場
立
地

法
に
規
定
す
る
特
定
工
場

（
製
造
業
で
敷
地
面
積
が

９
０
０
０
�
以
上
ま
た
は

建
築
面
積
が
３
０
０
０
�

以
上
）
を
除
く
。

助
成

額

１
件
１０
万
円
以
上
か

か
る
植
樹
費
用
の
３
分
の

１
（
上
限
５０
万
円
）

※

低
木
類
を
除
く
。

【
住
宅
団
地
な
ど
】

�対
共
有
地
ま
た
は
自
治

会
が
借
り
て
い
る
私
有
地

助
成
額

１
件
１０
万
円
以

上
か
か
る
植
樹
費
用
の
３

分
の
１
（
上
限
５０
万
円
）

◇

◇

�申
�問
〒
５７７
―

８
５
２
１
市

役
所
み
ど
り
景
観
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
２

２
７
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
３
１

市
で
は
、ま
ち
の
美
観
を
守
り
、み
ど
り
あ
ふ

れ
る
ま
ち
に
し
て
い
く
た
め
、新
た
に
景
観
重
要

建
造
物
な
ど
の
指
定
制
度
を
定
め
た
り
、
コ
ン

テ
ス
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
助
成
制
度
な
ど
み

ど
り
に
ふ
れ
る
機
会
を
た
く
さ
ん
設
け
た
り
し

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
・
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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２０１３年花園で行われた日本VSウェールズのテスト
マッチには海外から大勢のファンが詰めかけました

東大阪の将来を見据えて計画策定

み
ど
り
美
し
い
ま
ち
へ

�時代に合った地域をつくる
【数値目標】
東大阪市への居住意向（市民意識調
査）：８０％
【具体的施策】
東大阪市版地域分権制度の確立

�若い世代の結婚・出産・子育ての
希望をかなえる

【数値目標】
０歳～５歳人口：２１，５００人（平成３１
年度末）

【具体的施策】
結婚支援、出産支援、子育て支援

�人を呼び込む流れをつくる
【数値目標】
新規イベントなどの参加者数：延べ
１２０，０００人（平成３１年度まで）
【具体的施策】
新たな観光まちづくりの推進

�産業振興により雇用を提供する
【数値目標】
市内企業の総従業者数：２２０，０００人
（平成３１年度）

【具体的施策】
モノづくり企業の支援、雇用政策の推進

まち・ひと・しごと創生総合戦略 ４つの基本目標

近隣住民や訪日外国人などを対象とした文化資源・商店街などを生かした観光商
品の開発

�文化資源や商店街などを生かした「文化・下町」観光

ラグビーワールドカップ２０１９の広報活動の強化、高校・大学を対象とした合宿受
入れの環境整備と誘致、試合観戦者の市内店舗への誘導

�ラグビーのまちを生かした「ラグビー（スポーツ）」観光

訪日教育旅行の誘致、個人旅行商品の開発・販売、受入企業の発掘・拡大

�モノづくりのまちを生かした「体験型」観光

観光振興計画に基づき推進していく重点施策

・建設局建築部職員１人を被災宅地危険度
判定士として熊本県へ派遣（１３日帰任）

１０日

・健康部職員（保健師）１人を益城町へ派
遣（６日帰任）

５月２日

・全議員から８０万円を集め、市議会から義
援金（災害見舞金）として送ることを決定

２８日

・市内４駅で街頭募金活動を実施

・建設局建築部職員１人を応急危険度判定
士として熊本市へ派遣（２６日帰任）

２２日

・高森町への救援物資を無事届け、帰着

２０日

・消防局から第１次派遣隊の交代要員とし
て救助隊・救急隊計９人を緊急消防援助
隊（大阪府隊）第３次派遣隊として南阿
蘇村へ派遣（２３日帰任）

・危機管理室職員が救援物資の搬送のため
高森町に向かって出発

・総合福祉センターなど福祉施設７か所に
募金箱設置（６月２４日まで）

・市役所本庁舎、行政サービスセンターな
ど１０か所に募金箱設置（６月２４日まで）

１９日

・消防局から救助隊・救急隊計９人を緊急
消防援助隊（大阪府隊）第１次派遣隊と
して南阿蘇村へ派遣（２１日帰任）

・市立総合病院の薬剤師１人を府立中河内
救命救急センターとの混成チームでＤＭ
ＡＴ隊員（計６人）として八代市へ派遣
（１９日帰任）

４月１６日

熊本地震に対する支援状況
（５月１日までに確定している内容）

※市社会福祉協議会事務局で受け付けたもののみ、税控除のための領収書
発行可。

８
時
４５
分
〜
１７
時
１５
分玉串町西３―１―５０玉串保育園

福
祉
施
設

荒川３―４―２３日常生活自立支援センター

荒川３―４―２３地域包括支援センター荒川

五条町９―４５五条老人センター

角田２―３―８角田総合老人センター

高井田元町１―２―１３高井田老人センター

高井田元町１―２―１３
総合福祉センター４階
市社会福祉協議会事務局 ※

９
時
〜
１７
時
３０
分

西岩田３―４―５市立総合病院

市
施
設

若江西新町１―６―６上下水道局水道庁舎

近江堂３―１２―１５はすの広場（近江堂）

長堂１―８―３７（ヴェル・ノール布施５階）夢広場（布施駅前）

楠根１―１２―１２ももの広場（楠根）

き ら り

岩田町４―３―２２（希来里５階）くすのきプラザ（若江岩田駅前）

中鴻池町２―３―１３グリーンパル（中鴻池）

南四条町１―７やまなみプラザ（四条）

日下町３―１―７ゆうゆうプラザ（日下）

荒本北１―１―１市役所本庁舎１階市政情報相談課

受付時間所在地募金箱設置施設

大
阪
府
共
同
募
金
会
を
通

じ
て
被
災
地
に
届
け
ま
す
。

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
領
証
な
ど
が
必
要
な

方
は
、郵
便
局
の
郵
便
振
替

票
で
日
本
赤
十
字
社
に
直

接
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
日
本
赤
十
字

社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。
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派遣が決まったときは、１分でも早く現地に

着かなければ、という思いでした。私たちは南

阿蘇村に入り、土砂崩落が起こった場所で人命

探索に当たりました。現地では大きな余震が続

いたので、被災された方々への配慮はもちろん、

隊員の安全確保・作業効率面などを常に念頭に

おきました。今回

の活動は３日間で

したが、交代の隊

員へ「必ず救出す

る」という気持ち

をつなぎ、１次隊

の活動を終えまし

た。

緑化ボランティアキャラバ
ンによる花の植替え

～人口ビジョンを達成するために策定

観光振興計画
～まち・ひと・しごと創生総合戦略に
掲げる基本目標の１つ「人を呼び込む
流れをつくる」ために策定

（２０６０年までの長期計画）人口ビジョン

まち・ひと・しごと
創生総合戦略

�
�
平成３１年度まで
の５か年計画

�
�

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の
一
員
と
し
て
現
地

で
活
動
し
た
市
立
総
合
病
院
の

薬
剤
師
・
尾
垣
光
彦
さ
ん

緊
急
消
防
援
助
隊
第
１
次
派
遣
隊
の
隊

長
と
し
て
現
地
で
活
動
を
し
た
消
防
局

警
備
課
消
防
司
令
・
松
嶋
宏
司
さ
ん

必
ず
救
出
す
る
�

「
お
薬
手
帳
」
の
携
行
を

支援活動から戻って

東
大
阪
か
ら
で
き
る
こ
と

義
援
金
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

住みたいまち、住んで良かったまちの実現へ市
民
と
と
も
に

観
光
振
興
で
さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
を

市
と
市
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
６
月
２４
日
�
ま

で
市
内
の
施
設
に
募

金
箱
を
設
置
し
て
い

ま
す（
表
参
照
）。
義

援
金
は
、
市
施
設
分

は
日
本
赤
十
字
社
を

通
じ
て
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
施
設
分
は

け
ら
れ
ま
す
。

あ
た
た
か
い
協
力
を

市
内
施
設
に

募
金
箱
設
置

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪 平成２８年５月１５日平成２８年５月１５日 （６）（７）



その他のつづき

市民美術センター
展示室・和室・茶室などを貸出し

１２月６日�～来年４月２日�（特
別展などの期間を除く）の施設の貸

出し受付を行います。 �対�美術、
書道、工芸、文学、茶花道、手芸な

どの発表・展覧会 �茶会の開催
�内第１～第３展示室、和室、茶室、
会議室 �申６月１日�～７日�１０時
～１７時に直接 ※抽選。使用料が必

要。会議室のみの利用は不可。月曜

日は休館。申込締切後に空き施設が

あるときは、７月１日�から受付（申
込先着順）。

�申�問市民美術センター ０７２（９６４）

１３１３、�０７２（９６４）１５９６

経済センサス―活動調査を実施

６月１日現在の全国全ての事業所

・企業を対象とした統計調査です。

５月下旬から順次訪問し、調査票を

配ります。インターネット回答もで

きます。

�問統計課 ０６（４３０９）３１１３、�０６
（４３０９）３８４９

はばたき

東大阪みらい翔プランを改定

市では、第３次東大阪市男女共同

参画推進計画「東大阪 みらい翔プラ

ン」を策定し、さまざまな施策を行

ってきました。このたび、社会情勢

の変化や法改正などに対応するため、

昨年施行された女性活躍推進法に基

づく市の推進計画を含めて一体的に

改定しました。計画期間は平成３２年

度までの５年間です。

�問男女共同参画課 ０６（４３０９）３３００、

�０６（４３０９）３８２３

発令のときはご注意�
光化学スモッグのシーズンです

光化学スモッグの発令状況を「の

ぼり」などでお知らせしています。

のぼりは、発令状況によって次のと

おり色分けし、市施設や学校園など

に立てます。 �予報�みどり色
�注意報�黄色 �警報�だいだい
色

また、発令状況は府ウェブサイト

やメール配信サービスでも確認でき

ます。

【予報・注意報が発令されたら】
予報・注意報が発令されたときは、

屋外での激しい運動や水泳などは避

け、屋内へ入りましょう。

また、光化学スモッグの原因とな

る排出ガスを削減するため、自動車

の使用は避けてください。

【被害に遭ったときは】
目やのどに刺激を感じたら、水道

水で洗って屋内で安静にし、症状が

重いときは、すぐに専門医による診

察を受けてください。

なお、光化学スモッグによる被害

と思われる場合はご連絡ください。

◇ ◇

�問�公害対策課 ０６（４３０９）３２０４、

�０６（４３０９）３８１８ �地域健康企画
課 ０７２（９６０）３８０１、�０７２（９６０）３８０６

市役所本庁舎の一部窓口業務
５月２８日�９時～１２時に開設

５月２８日�９時～１２時に市役所本
庁舎２階・３階窓口業務を開設しま

す。

手続きの際には、運転免許証やパ

スポート、健康保険証など本人確認

ができる書類をお持ちください。

他市町村や警察署への確認などが

必要な場合は、取扱いができないこ

とや手続きが完了しないことがあり

ますので、詳しくは担当課へ事前に

お問合せください。なお土曜開庁日

も、英語、韓国・朝鮮語、中国語で

の通訳業務を行っています。

取扱業務は次のとおりです。

【住民関係】
戸籍届、住民異動届、印鑑登録な

どの届出や住民票、印鑑証明などの

各種証明書交付など

�問市民課 ０６（４３０９）３１７２、�０６
（４３０９）３８０４

【国民健康保険・後期高齢者医療
保険関係】
加入・脱退・変更の申請や各種療

養費の給付申請、保険料の納付・相

談など

�問�医療保険室資格給付課 ０６

（４３０９）３１６７、�０６（４３０９）３８０４ �
医療保険室保険料課 ０６（４３０９）３１６８、

�０６（４３０９）３８０７
【医療助成関係】
子どもや障害者などの医療費助成

にかかる医療証の申請および医療費

の払戻しの申請など

�問医療助成課 ０６（４３０９）３１６６、�
０６（４３０９）３８０５

【児童手当などの関係】
児童手当や児童扶養手当などの申

請

�問国民年金課 ０６（４３０９）３１６５、�
０６（４３０９）３８０５

【市税関係】
市税の各種証明書発行や納付・相

談・申告受付・申請受付・閲覧・届

出、原動機付自転車および小型特殊

自動車の登録・廃車

�問�税制課 ０６（４３０９）３１３１、�０６
（４３０９）３８１０ �市民税課 ０６（４３０９）

３１３５、�０６（４３０９）３８０９ �固定資産
税課 ０６（４３０９）３１４３～３１４４、�０６
（４３０９）３８１１ �納税課 ０６（４３０９）

３１４７～３１５２、�０６（４３０９）３８０８
◇ ◇

�問政策調整室 ０６（４３０９）３０１６、�
０６（４３０９）３８４７
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●記号の見方
�時とき �所ところ �対対象 �定
定員・定数 �内内容 �料料金（表
示のないものは無料） �持持ち物
�申申込方法・申込み先など �問
問合せ先 �Ｅメールアドレス
●申込みの基本事項
�行事名または教室名
�住所
�氏名（ふりがなも）
�年齢
�電話・ファクス番号

以上をそれぞれの申込み先へ

弁護士による法律相談
１週間先までの予約が可能。１人３０

分。同一内容の相談は１か月以上あけ

てください。

【本庁１階相談室】月・水・金曜１３
時～１６時３０分、第２火曜１７時～２０時

０６（４３０９）３１０４、�０６（４３０９）３８０１
【巡回法律相談・リージョンセンタ
ー】いずれも１３時～１６時 ０６（４３０９）

３１０４、�０６（４３０９）３８０１（本庁１階相談
室） �日下�奇数月の第２火曜�四
条�第２・４木曜�中鴻池�偶数月の
第４火曜�若江岩田駅前�第１・３木
曜�楠根�偶数月の第２火曜�布施駅
前�第１・３火曜�近江堂�奇数月の
第４火曜

司法書士による相談
【本庁１階相談室】相続登記、裁判
手続き、成年後見など。第３木曜１４時

～１５時３０分（当日先着８人。９人目以

降は受けられません）０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１
税理士による税務相談
【本庁１階相談室】新規開業、相続、
贈与など。第２・４水曜９時～１２時（当

日先着１０人。１人３０分） ※近畿税理

士会東大阪支部（永和２‐３‐７）では平日

午後、常設相談会を実施。０６（６７２５）

７７０８、�０６（６７２２）２１７０（近畿税理士会
東大阪支部）

行政書士による相談
【本庁１階相談室】相続、遺言の書
類作成など。第１火曜１３時～１５時３０分

（当日先着順） ０６（４３０９）３１０４、�０６
（４３０９）３８０１

社会保険労務士による労働・年金相
談
【本庁１階相談室】各種社会保険の
手続き、労働トラブルなど。第３火曜

９時～１１時３０分（当日先着１０人） ０６

（４３０９）３１０４、�０６（４３０９）３８０１
教育・子育て相談など
【教育センター】月～金曜・土曜（月
２回。要問合せ）９時～１７時３０分で予

約制 ０６（６７２７）０１１３、�０６（６７２９）８２６１
【子どもの悩み相談（保護者・市民
専用）】月～金曜９時～２１時、土曜９時
～１７時 ０６（６７８２）７８６７

【いじめ・悩み１１０番（子ども専用）】
月～金曜９時～２１時、土曜９時～１７時

０６（６７３２）０１１０

【すこやかテレホン】月～金曜１０時
～１６時 ０６（６７２１）９１７４、�０６（６７２１）
９８７４ ※メールでの相談も可。詳しく

は青少年補導センターウェブサイトを

ご覧ください。

【子育て相談ダイヤル】２４時間３６５日
対応 ０７２（９６１）０１７８

【子育て支援センター】来所相談（予
約制）・電話相談�月～土曜９時～１７時
３０分 ※発達相談（予約制）は月１回。

０６（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）０５７７（鴻
池）・０７２（９８０）８８７１、�０７２（９８５）１０５５
（あさひっこ、月曜は休館）・０６（６７２８）

１８００、�０６（６７２８）２４１３（長瀬）・０６
（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７（荒本）
・０６（４３０６）４１５１、�０６（４３０６）３０８０
（ももっこ）

消費生活相談
【消費生活センター】月～金曜９時

３０分～１６時（来所相談は予約制） ０７２

（９６５）０１０２、�０７２（９６２）９３８５
女性のための相談
【イコーラム】第４月曜休館（祝日
の場合は翌火曜が休館）。�はいずれも
０７２（９６０）９２０８ �電話相談�１０時～１７
時 ０７２（９６０）９２０６ �面接相談（予約
制）�火・木・土曜（５週目を除く）１０
時～１２時・１３時～１６時（第４火曜は１８

時～２０時も。休館の場合第３火曜）

０７２（９６０）９２０５ �労働相談（予約制）�
第２土曜１３時３０分～１６時２０分 ０７２

（９６０）９２０５ �法律相談（予約制）�原
則第１水曜１３時～１６時 ０７２（９６０）９２０５

男性のための電話相談
第１土曜１３時～１７時、第３水曜１９時

～２１時 ０７２（９６６）５００２

人権法律相談
【人権文化センター】いずれも１３時
～１６時で予約制 �荒本�第２火曜
０６（６７８８）７４２４、�０６（６７８８）２４５６�長
瀬�第４火曜 ０６（６７２０）１７０１、�０６
（６７２９）９１７１

医療相談
【地域健康企画課】医療機関利用の
ための相談。月～金曜１０時～１６時 ０７２

（９６０）３８０１、�０７２（９６０）３８０６
【市立総合病院看護相談室】健康上
の不安や悩みなどの相談。１１時～１６時

０６（６７８１）５１０１、�０６（６７８１）２２７１
【救急安心センターおおさか】病気
やケガで救急車を呼ぶかどうか迷った

場合などに。２４時間３６５日対応 ＃７１１９

または０６（６５８２）７１１９

交通事故相談
【道路管理室】月・火・水・金曜９
時～１６時で予約制 ０６（４３０９）３２２０、�
０６（４３０９）３８３６

若者の自立・就労相談
あっせん

【イコーラム】職業紹介や斡旋は行
いません。第２水曜１３時～１７時 ０６

（６７８７）２００８、�０６（６７８７）２０１８（東大
阪若者サポートステーション）

【市民プラザ・本庁出張相談】ひき
こもり状態にある子ども・若者の自立

のための相談。いずれも１４時～１７時で

予約不要 ０６（６７２７）０５３５（子ども・若

者サポート「くるみ東大阪」）�日下�
第１木曜�楠根�第２木曜�中鴻池�
第３金曜�本庁１階相談室�第４木曜
就職が困難な方の雇用・就労相談
【就労支援センター】職業紹介や斡
旋は行いません。いずれも月～金曜９

時～１６時 �永和�０６（６７８８）４５８０、�
０６（６７８８）４５５５�意岐部�０６（６７８４）５８１１、
�０６（６７８４）５８２２�長瀬�０６（６７２７）１９２０、
�０６（６７２７）１９２５
パート・労働問題の相談
職業紹介や斡旋は行いません。

【労働雇用政策室】月～金曜９時～
１６時 ０６（４３０９）３１７９、�０６（４３０９）３８４６
【ユトリート東大阪】月・水・金・
土・日曜９時～１７時（土・日曜は月・

水・金曜に要予約） ０６（６７２１）６０００、

�０６（６７２１）１２１２
コミュニティソーシャルワーカーに
よる福祉なんでも相談
【市民プラザ】いずれも１３時３０分～

１６時で予約不要 ０６（４３０９）３１８１、�０６
（４３０９）３８１５（福祉企画課） �日下�
第３水曜�四条�第１火曜�中鴻池�
第１金曜�若江岩田駅前�第１月曜�
楠根�第３木曜�布施駅前�第１水曜
�近江堂�第１木曜

定定 例例 相相 談談
※いずれも無料。祝休日は行
いません（子育て相談ダイ
ヤル、救急安心センターお
おさかを除く）。

東 大 阪 市 政 だ よ り （８）平成２８年５月１５日



ももっこ

【それいけ�GUNGUN】
親子で体を動かして遊びます。

�時５月３１日�１０時３０分～１１時３０分
�所ももの広場（楠根）４階 �対１歳６
か月以上の乳幼児 �定２０組（申込先
着順） �申５月１７日�１０時から電話で
【ベビーマッサージ】
�時６月７日�・１４日�・２１日�１４
時～１５時（計３日間） �対３か月～４
か月の乳児 �定６組（申込先着順）
�申５月３０日�１０時から電話で
【親子広場】
�時６月７日～７月５日の火曜日１０
時３０分～１１時３０分（計５日間） �対１
歳６か月～２歳の乳幼児 �定８組（申
込先着順） �申５月２３日�１０時から
電話で

◇ ◇

�申�問ももっこ（楠根子育て支援セ
ンター）０６（４３０６）４１５１、�０６（４３０６）
３０８０

あさひっこ

【孔舎衙でふれあい＆ダンス】
�時６月２日�１０時～１１時 �所孔舎
衙公民分館 �対０歳児 �定１０組（申
込先着順） �持抱っこひも �申５月
１７日�１０時から電話で

【フェルトでキャラクターのミニ
リュックを作ろう】
�時６月８日�１０時～１１時 �対２歳
以上の幼児 �定１０組（申込先着順）
�料２００円 �申５月２４日�１０時から電話
で

【離乳食講座】
�時６月１０日�１０時～１１時 �対４か
月～１歳３か月の乳児 �定１０組（申
込先着順） �料１００円 �申５月２７日�
１０時から電話で

◇ ◇

�申�問あさひっこ（旭町子育て支援
センター） ０７２（９８０）８８７１、�０７２
（９８５）１０５５

鴻池子育て支援センター

【サラダ野菜を育てよう】
�時６月３日�１０時～１１時３０分 �対
２歳以上の幼児 �定１０組（申込先着
順） �料５０円 �持２�の四角いペット
ボトル１本、持ち帰り用袋、飲み物、

名札 �申５月２０日�１３時から電話で

【ベビーマッサージ】
�時６月２日�・９日�・１６日�１４
時～１５時（計３日間） �対全日程参
加できる３か月～５か月の乳児 ※

兄姉の参加不可。 �定５組（申込先
着順） �持バスタオル、飲み物、名
札 �申５月２０日�１３時から電話で
【親子広場】
�時６月２２日～７月２０日の水曜日１０
時～１１時（計５日間） �対平成２６年４
月２日～９月３０日生まれの乳幼児

�定２０組（抽選） �申５月３０日�１３時
～６月３日�１７時に電話または直接

◇ ◇

�申�問鴻池子育て支援センター ０６

（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）０５７７

荒本子育て支援センター

【イヤイヤ期のママの作戦】
�時６月３日�１０時～１１時３０分 �対
１歳６か月以上の乳幼児 �定１３組（申
込先着順） �申５月２０日�１３時から
電話で

【音楽で体を動かそう】
�時５月２７日�１０時～１１時３０分 �対
２歳以上の幼児 �定２０組（申込先着
順） �申５月１６日�１３時から電話で
【五百石公園で遊ぼう】
�時６月１６日�１０時３０分～１１時３０分
※雨天中止。 �対就学前乳幼児 �申
電話で

◇ ◇

�申�問荒本子育て支援センター ０６

（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７

長瀬子育て支援センター

【は・は・は 歯の話】
�時５月２７日�１０時～１１時 �対就学
前乳幼児 �定１５組（申込先着順）
�申５月１６日�１０時から電話で
【離乳食の作り方と試食】
�時６月１日�１４時～１５時 �対３か
月以上の０歳児 �定８組（申込先着
順） �申５月１６日�１３時から電話で
【親子広場】
�時６月１５日～７月１３日の水曜日１０
時～１１時３０分（計５日間） �対１歳
児 �定１５組（初めての方を優先して
抽選） �申５月２６日�～６月９日�
９時３０分～１７時に電話で

◇ ◇

�申�問長瀬子育て支援センター ０６

（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３

地域まちづくり活動
公開プレゼンテーション

市では、さまざまな分野で地域の

まちづくりのために活動している団

体に助成金を交付しています。

今年度の申請団体による活動内容

発表会（プレゼンテーション）を次

のとおり行いますので、ぜひお越し

ください。 �時６月５日�９時３０分
～１２時 �所市役所本庁舎２２階会議室
�問市民協働室 ０６（４３０９）３３１９、�

０６（４３０９）３８１２

市民グラウンド・ゴルフ大会

�時７月１９日�（受付は８時３０分か
ら。２３日	予備日） �所吉田春日グ
ラウンド �対市グラウンド・ゴルフ
協会登録者以外の市内在住・在勤（い

ずれか）の方 �定６０人（申込先着順）
�料３００円 �申５月３１日�９時３０分～１１
時３０分に東大阪アリーナに直接

�問
市グラウンド・ゴルフ協会「金
光」 ０７２（９８７）１８３４ 
青少年スポ
ーツ室 ０６（４３０９）３２８２、�０６（４３０９）
３８３５

市民環境フェスティバル２０１６

６月の環境月間を前に、ブース展

示やエコマーケットなどで地球温暖

化や循環型社会の構築などの環境問

題について学べる環境フェスティバ

ルを開催します。 �時５月２８日	１０
時～１５時 ※雨天中止。 �所花園中
央公園噴水広場

�問循環社会推進課 ０６（４３０９）３１９９、

�０６（４３０９）３８１８

夢広場文化祭

�時�内５月２８日	・２９日�
１０時～
１６時�作品展（水彩画、字手紙、書
道、木版画、生花など） 
１３時～
１６時�発表会（太極拳、河内音頭、
童謡コーラス、フラダンスなど）

※発表会は各当日先着１７０人。

�所�問夢広場（布施駅前）０６（６７８４）
２０１４（�兼用）

来年度の小・中学校教科書展示会

�時５月３０日�～７月６日� �所教
育センター（土・日曜日を除く９時

～１７時）、花園図書館（火曜日を除く

９時～２１時）

�問学校教育推進室 ０６（４３０９）３２６８、

�０６（４３０９）３８３８

土地・建物などの
不動産相談

�時５月２４日�１０時～１４時（受付は
１３時３０分まで） �所市役所本庁舎１
階相談室 �定１０人（当日先着順）
�問指導監察課 ０６（４３０９）３２４５、�

０６（４３０９）３８３４

社会保険労務士・
司法書士による相談

【社会保険労務士】
�時５月１７日�９時～１２時（受付は

１１時３０分まで） �定１０人（当日先着
順） �内年金・健康保険・労災保険
・雇用保険の手続き、労働トラブル

など

【司法書士】
�時５月１９日�１４時～１６時 �定８人

（当日先着順） ※受付は１３時３０分か

らで、９人目以降は受けられません。

�内相続・売買・贈与の登記や供託、
訴訟・調停の裁判手続き、成年後見

など

◇ ◇

�所市役所本庁舎１階相談室
�問市政情報相談課 ０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１

気軽にお越しください
特設人権相談

�時６月１日�１４時～１６時 �所総合
福祉センター４階会議室

�問
市社会福祉協議会内人権擁護
委員会 ０６（６７８９）７２０１、�０６（６７８９）
２９２４ 
人権啓発課 ０６（４３０９）３１５６、

�０６（４３０９）３８２３

ドリーム２１
臨時休館します

５月３１日�～６月２日�は臨時休
館します。

�問ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、�
０７２（９６２）０８１０

事例１ ８３歳の祖父が２年前に

７年間の新聞契約をし、景品にテ

レビをもらったようだ。祖父が亡

くなったので解約を申し出ると、

テレビの代金を請求された。

事例２ 独居の母が３年前に契

約した新聞が今月から入るが、施

設に入所することになり、解約を

申し出ると、景品でもらった高額

なロボット掃除機代を請求された。

解説 新聞契約の中途解約や景

品代金に関するトラブルが後を絶

ちません。訪問販売で契約した場

合、契約書を受け取ってから８日

以内であればクーリング・オフ（無

条件解約）ができます。しかし、

その期間を過ぎると販売店と交渉

して合意解約をめざすしかありま

せん。長期的な契約は、生活や身

体状況の変化など事情が変わるこ

ともあり、トラブルのもとです。

高額な景品に惑わされず、紙面の

内容や契約期間が妥当かどうかな

どをよく考えて契約しましょう。

�問消費生活センター ０７２（９６５）

０１０２、�０７２（９６２）９３８５
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※車での来場はご遠慮ください。�所の記載のない催しは、各子育て支援セ
ンターで開催。�対は子どもについてのみ記載していますが、全て保護者
が同伴してください。申込方法の記載のない催しは申込不要です。

子育て支援センターの催し

減らない新聞契約の
トラブルに注意�
～緊急度レベル★★★★☆

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（９） 平成２８年５月１５日



学ぶのつづき

障害者スポーツ教室

�時５月２２日�１４時～１５時３０分 �所
市民ふれあいホール（鳥居町） �対
市内在住の障害者 �定３０人（抽選）
�内ボッチャ、ふうせんバレー、ふう
せんラグビー、フライングディスク

など �申基本事項（８面に掲載）を電
話で（ファクス、直接も可）

�申�問高井田障害者センター ０６

（６７８９）０１３１、�０６（６７８９）２８７０

鴻池新田会所歴史講座
深野池新田開発と平野屋新田会所

�時５月２９日�１３時３０分～１５時 �定
３０人（当日先着順） �料一般３００円、
小・中学生２００円

�所�問鴻池新田会所 ０６（６７４５）６４０９、

�０６（６７４４）７４９８

子育て教室～子育ての輪

子育ての不安や悩みをカウンセラ

ーを交えて話し合います。 �時６月
３日�・１７日�１９時～２０時４５分、８
日�・２２日�１０時～１１時４５分 ※不

登校などの個別相談にも応じます（１

週間前までに電話で要予約）。

�所�問長瀬青少年センター ０６

（６７２７）１２００、�０６（６７２９）９７８７

教えて＆教わる�あそび�で国際交流

留学生に折り紙を教えたり、アメ

リカの文化や遊びを教えてもらった

りしながら、楽しく交流しませんか。

�時６月４日�１４時～１６時３０分 �所大
阪樟蔭女子大学記念館 �対市内在住
・在勤・在学（いずれか）の小学生以

上の方 ※小学生は保護者同伴。

�定２０人（申込先着順） �申基本事項
（８面に掲載）と参加者全員の氏名

（ふりがなも）を５月９日�～３１日
�に電話またはＥメールで
�申�問文化国際課国際情報プラザ

０６（４３０９）３３１１、�０６（４３０９）３８２３、
�bunkoku.plaza@city.higashios
aka.lg.jp

健康講座～いきいき歌体操

�時６月１０日�１３時３０分～１５時 �対
市内在住・在勤・在学（いずれか）

の方 �定５０人（抽選） �持室内用シ
ューズ、タオル、飲み物 �申基本事
項（８面に掲載）を５月２６日�（必
着）までに往復ハガキで

�所�申�問〒５７９―８０５４南四条町１―７ や

まなみプラザ（四条）０７２（９８８）３１０７

（�兼用）

魔法の肩たたきを作ろう

新聞紙で肩たたきを作り運動をし

ます。 �時５月３０日�１０時～１２時
�対市内在住の６０歳以上の方 �定２５人
（申込先着順） �料１００円 �申５月１６
日�から電話または直接
�所�申�問五条老人センター ０７２

（９８５）３７５１、�０７２（９８６）７５９２

手話通訳者をめざす方へ
レベルアップ講座

本市手話通訳登録者をめざす方を

対象とした応用中心の講座です。

�時６月１４日～来年３月中旬の火曜
日１０時～１２時（計３５日間） ※金曜日

の講義もあり。６月１４日は開講式。

�所市役所本庁舎会議室など �対市内
在住・在勤（いずれか）で、本市また

は他市町村で手話の入門基礎講座を

１年以上受講し、修了している方（同

程度可） �定２０人（書類選考） ※

受講歴の浅い方は面談する場合あり。

テキスト代は自己負担。 �申基本事
項（８面に掲載）と受講動機、手話

講座の受講歴、職業を５月２５日�（必
着）までにハガキで

�申�問〒５７７―００５４高井田元町２―８―２７
西福祉事務所障害福祉係 ０６（６７８４）

７９８０、�０６（６７８４）８２４７
�問障害者支援室 ０６（４３０９）３１８３、

�０６（４３０９）３８１３

ＷＨＯ（世界保健機関）は５月３１

日を世界禁煙デーと定め、日本では

５月３１日からを厚生労働省が禁煙週

間と定めています。国の今年のスロ

ーガンは、「受動喫煙防止」です。

本市では２０１９年にラグビーワール

ドカップが開催され、世界中からた

くさんのラグビーファンが集まりま

す。これまで以上に受動喫煙防止に

努めていきましょう。

受動喫煙とは

受動喫煙とは、他の人が吸ったた

ばこの煙を周囲の人が吸わされるこ

とをいいます。たばこの有害物質は、

喫煙者本人が吸いこむ煙（主流煙）

よりも、たばこから立ち昇る煙（副

流煙）の方に多く含まれています。

受動喫煙が引き起こすものとして

は、喉頭がんや肺がん、ＣＯＰＤ（息

切れ・せきを主症状とする肺の病

気）、狭心症、ぜん息、乳幼児突然死

症候群、流産・早産などが指摘され

ています。

健康増進法では、「多数の者が利用

する施設を管理する者は、これらを

利用する者について、受動喫煙を防

止するために必要な措置を講ずるよ

うに努めなければならない」と定め

ています。特に公共の場所では、受

動喫煙防止にご配慮ください。

自身のためにも周囲の人のためにも
禁煙してみませんか

【禁煙外来で】
薬を用いて、医師のサポートを受

けながら禁煙する方法です（保険適

用あり）。

	飲み薬
たばこを吸っても満足
感がなく、吸いたい気持ちが弱くな

る 	ニコチンパッチ
ニコチンを
体に少量入れることで、禁断症状を

軽くする

【保健センターで】
保健師が禁煙の個別支援を３か月

間にわたって行います。息や尿の検

査で、体に残るたばこの影響を知り、

行動療法を活用した禁煙支援が無料

で受けられます。薬の処方はありま

せん。

【禁煙補助剤で】
仕事で通院が難しい人などは、禁

煙補助剤を購入する方法があります。

薬局では、ニコチンパッチやニコチ

ンガムが購入できます。

ＣＯＰＤをチェック
肺年齢測定

たばこ病ともいわれるＣＯＰＤは

長期にわたる喫煙が主な原因となっ

て発症する肺の病気です。初期の症

状は、せきやたん、息切れで、非常

にゆっくり進行するため自覚しにく

い病気です。禁煙した方でも、過去

の長期の喫煙の影響でＣＯＰＤにな

ることもありますので注意が必要で

す。

保健センターでは、ＣＯＰＤの可

能性をチェックする肺年齢測定を次

のとおり実施します。現在喫煙して

いる方はもちろん、過去に喫煙して

いた方もこの機会にぜひお越しくだ

さい。

�時�所	６月７日�９時１０分～１０時

西保健センター 	１４日�１３時～
１４時１０分
中保健センター 	２３日
�９時３０分～１０時１５分
東保健セン
ター �申各実施センターに電話で

◇ ◇

�申�問東・中・西保健センター 	
東
０７２（９８２）２６０３、�０７２（９８６）
２１３５ 	中
０７２（９６５）６４１１、�０７２
（９６６）６５２７ 	西
０６（６７８８）００８５、
�０６（６７８８）２９１６
�問健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、

�０７２（９６０）３８０９
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５月３１日は世界禁煙デー
受動喫煙の防止を

【キッズ JAZZ HIP HOP教室】
�時５月２７日�・６月１０日�・７
月８日�・２２日�１６時３０分～１７時
３０分（計４日間） �対小学生 �定
２０人（申込先着順） �料４，８００円
�持運動ができる服・靴、タオル、
飲み物 �申電話予約のうえ、５月
２５日�までに料金を持って直接
【若返りウォーキング教室】
�時５月３０日�１３時１５分～１４時１５
分 �対６０歳以上の健康な方 �定２０
人（申込先着順） �料７００円 �持
運動ができる服・靴、タオル、飲

み物 �申電話予約のうえ、５月２３
日�までに料金を持って直接

【水泳教室】
７月～９月の水泳教室の会員を

募集します（表参照）。 �定各１０人
（抽選） �申基本事項（８面に掲
載）とコース（第２希望まで）、送

迎バス乗車希望の有無（幼児～中

学生。定員あり。有料）を６月３

日�（必着）までに往復ハガキで
◇ ◇

※詳しくは東大阪アリーナウェ

ブサイトをご覧いただくか、お問

合せください。

�所�申�問〒５７７―０８０４中小阪４―７―６０
東大阪アリーナ ０６（６７２６）１９９５、

�０６（６７２６）１９９４
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※応募が少ない教室は中止する場合があります。
※回数は曜日により異なる場合があります。

１８，０００円
４泳法で２５ｍ以上
泳げる小・中学生

４０回
１８時３０分
～１９時３０分

月・水・木・金曜日
の週４回コース

育成ジュニア
週４クラス

１２，６００円

４泳法で２５ｍ以上泳
げる高校生までの方１２回

１８時３０分
～２０時３０分

月・水・金曜日の３
コースから選択

育成クラス
１０，５００円１０回

１２，０００円１８歳以上の方１０回
１９時３０分
～２０時１５分

水曜日AQUA
ZUMBA

１２，０００円１８歳以上の方

１０回
１９時３０分
～２０時１５分

木曜日

アクアビク
ス

１０回
１０時
～１０時４５分

水曜日

１２，０００円高校生以上の方１０回
１９時３０分
～２０時３０分

月・金曜日の２コー
スから選択

成人�

１２，０００円１８歳以上の方１０回
１３時３０分
～１４時３０分

月・水・金曜日の３
コースから選択

成人�

１２，０００円１８歳以上の女性１０回１４時～１５時木曜日レディース�
１２，０００円１８歳以上の女性１０回１１時～１２時水・金曜日の２コースから選択レディース�

１２，０００円１８歳以上の方１０回１１時～１２時木曜日
はじめて
スイミング

１０，０００円小・中学生１０回
１７時３０分
～１８時３０分

月・水・木・金曜日
の４コースから選択

小・中学生

１０，０００円小学生１０回
１６時３０分
～１７時３０分

月・水・木・金曜日
の４コースから選択

小学生

１０，０００円
平成２２年４月２日～平成
２４年４月１日生まれの方

１０回
１５時３０分
～１６時３０分

月・水・木・金曜日
の４コースから選択

幼児

料金対 象回数コース・とき教室名

東 大 阪 市 政 だ よ り （１０）平成２８年５月１５日

mailto:bunkoku.plaza@city.higashiosaka.lg.jp
mailto:bunkoku.plaza@city.higashiosaka.lg.jp


し じ じょう

市では、さまざまな事情があっ
も じ まな せいかつ

て文字を学ぶことができず、生活
ふ じ ゆう かん かた たい

で不自由を感じている方などを対
しょう きょうしつ ひら

象に「よみかき教室」を開いてい

ます。
う つ

いつでも受け付けていますので、
き がる そうだん

気軽に相談してください。
きょうしつ

【あさの教室】
がつとお か らいねん がつ げん

とき ５月１０日～来年３月の原
そくまいしゅう か よう び じ じ

則毎週火曜日１０時～１２時 とこ
はなぞの と しょかん

ろ 花園図書館

きょうしつ

【ひるの教室】
がつ にち らいねん がつ げん

とき ５月１２日～来年３月の原
そくまいしゅうもくよう び じ じ

則毎週木曜日１４時～１６時 とこ
し みん とり い ちょう

ろ 市民ふれあいホール（鳥居町）
きょうしつ

【よるの教室】
がつ にち らいねん がつ げん

とき ５月１２日～来年３月の原
そくまいしゅうもくよう び じ じ

則毎週木曜日１９時～２１時 とこ
ひし や にしこうみんぶんかんえい わ ぶんしつ

ろ 菱屋西公民分館永和分室

◇ ◇
たいしょう し ないざいじゅう ざいきん

対象 市内在住・在勤（いずれ
さい い じょう に ほん ご

か）の１５歳以上で日本語によるコ
かた じっ

ミュニケーションができる方 実
し かいすう かく かい きょうざい ひ

施回数 各３１回 ※教材費などが
ひつよう

必要なことがあります。
もうし こ といあわ さき しゃかいきょういく か

申込み・問合せ先 社会教育課
ふぁくす

０６（４３０９）３２７９、�０６（４３０９）３８３５

母子家庭援助施設整備事業者

今年度中に母子家庭の緊急避難的

な支援施設の整備（工事）に着手し、

来年４月に開所できる法人を募集し

ます。 �申応募用紙を６月１６日�～
２２日�に直接 ※応募用紙や募集要

項は５月１６日�～６月１５日�に市ウ
ェブサイトでダウンロード可。

�申�問子ども家庭課 ０６（４３０９）３１９４、

�０６（４３０９）３８１７

非常勤嘱託訪問指導員（看護師）

家庭訪問による健康相談を行う指

導員（看護師）を募集します。

�対看護師の資格がある方 �定１人
�申�問東保健センター ０７２（９８２）

２６０３、�０７２（９８６）２１３５

福祉事務所でのケースワーク業務
任期付職員

福祉事務所で生活保護法などに基

づくケースワーク業務に従事する任

期付職員を募集します。日本国籍の

有無にかかわらず受験でき、申込時

の請求に基づき不合格者のみ試験成

績を開示します。

�対昭和２９年４月２日以降に生まれ、
社会福祉主事の任用資格がある方

※社会福祉主事の任用資格があると

は、次のいずれかに該当することを

いいます。 �厚生労働大臣の指定
する科目のうち、大学などにおいて３

科目以上履修し、卒業すること �厚
生労働大臣の指定する養成機関また

は講習会の課程を修了すること �
社会福祉士または精神保健福祉士の

資格があること �定４人 試験日
�６月１１日��専門試験 �６月１２
日��口述試験 合格発表（予定）
７月５日	 任用期間 ８月１日～

平成３１年３月３１日 ※平成３２年３月

３１日まで任期を更新する場合があり

ます。 �申申込書を５月１６日�～２７
日
（消印有効）に郵送または３１日
	までに直接 ※申込書は市ウェブ

サイトでダウンロード可。本庁人事

課・市政情報コーナー、行政サービ

スセンターでも交付。

�申�問〒５７７―８５２１市役所人事課 ０６

（４３０９）３１１７、�０６（４３０９）３８１９

市税徴収業務専門嘱託（財産調査）

�対昭和２７年４月２日～平成６年４
月１日生まれで、不動産、預貯金など

に関する知識と、パソコン操作などの

一般的な事務処理能力があり、電話対

応業務の実務経験が３年以上ある方

�定２人 選考方法 �第１次�論文
�第２次�６月１９日�に面接 委嘱
期間 ７月１日～来年３月３１日 �申
申込書と論文を５月２３日�（消印有
効）までに郵送または２５日�までに
直接 ※申込書などは市ウェブサイ

トからダウンロード可。

�申�問〒５７７―８５２１市役所納税課 ０６

（４３０９）３１４７、�０６（４３０９）３８０８

バランス健康体操教室

�時６月２日�・７月７日�・８月
４日�または９月１日�・１０月６日
�・１１月１７日�１０時～１１時３０分（各
計３日間） �対市内在住の６０歳以上
の方 �定各５０人（申込先着順） �持運
動ができる服、５本指の靴下、タオル、

ヨガマットまたはバスタオル、飲み物

�申５月１９日�から電話または直接
�所�申�問総合福祉センター内高井田
老人センター ０６（６７８９）３７５１、�０６
（６７８９）９１７４

ペアレント・トレーニング

発達に課題のある子どもに行動変

容を促す方法を学びます。 �時６月
１３日～７月１１日の月曜日・９月１２日

�１０時～１１時３０分（計６日間） �所
西福祉事務所 �対全日程参加できる
市内在住の発達に課題のある４歳～

６歳児の保護者 �定６人（申込先着
順） ※就学前幼児の保育あり。詳

しくは市ウェブサイトをご覧いただ

くか、お問合せください。 �申６月
３日
までに電話で
�申�問子ども見守り課 ０６（４３０９）

３１９７、�０６（４３０９）３８１７

ファミリー・サポート・センター
子育て援助会員養成講座

�時６月２１日	～２３日�１３時～１７時
（計３日間） �所市役所本庁舎１８階
会議室２ �対自宅での保育や送迎が
できる心身ともに健康な２０歳～７０歳

の市内または近隣市在住の方 �定３０
人（申込先着順） �持当日登録希望
者は印鑑、２．５�×３�の顔写真２枚、
Ａ４サイズの自宅周辺地図１枚 �申
基本事項（８面に掲載）を６月１７日


までに電話で（ファクス、Ｅメー
ル、直接も可）

�申�問ファミリー・サポート・セン
ター ０６（６７８５）２６２５、�０６（６７８９）
５６１１、�famisapo@heartnet�hos
hakyo.org
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平成２９年４月に採用する市職員

を募集します。職種や採用予定人

数、受験資格は表のとおりです。

日本国籍の有無にかかわらず受

験でき、申込時の請求に基づき不

合格者のみ試験成績を開示します。

ガッツあふれる熱い心と行動力

をもった皆さんの応募をお待ちし

ています。

試験日 �第１次�６月２６日�
�第２・３次�第１・２次それぞ
れの合格者に通知 合格発表（予
定） �第１次�７月８日
 �
第２次�８月中旬 �第３次�９
月上旬 受付期間 ６月１日�～
１０日
 ※申込書は市ウェブサイ

トからダウンロード可。本庁人事

課・市政情報コーナー、行政サー

ビスセンター、上下水道局総務課

でも交付。

【採用試験説明会】
採用試験に関する説明会を次の

とおり開催します。出欠は合否に影

響しません。 ※申込不要。 �時５
月２１日�１４時～１６時（開場は１３時
３０分） �所クリエイション・コア東
大阪南館３階技術交流室 ※駐車

場はありません。参加者多数の場合

は入場を制限することがあります。

◇ ◇

�申�問人事課 ０６（４３０９）３１１７、�
０６（４３０９）３８１９

��������������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� �������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

※１ 上級事務（福祉）は、福祉部門での相談、指導、支援、調査などの専門的業務です。
※２ 上級土木Ｂは、上下水道企業職員としての採用になります。
※３ 上級獣医師は公衆衛生部門での業務です。

昭和６２年４月２日以降
に生まれた方

保健師免許をすでに取得または平成２９年３月末日までに取
得見込みの方

４人保健師医療職

昭和５７年４月２日以降
に生まれた方

獣医師免許をすでに取得または平成２９年３月末日までに取
得見込みの方

１人獣医師 ※３

上

級 昭和６２年４月２日以降
に生まれた方

学校教育法による大学（短大を除く）または高等専門学校
（専修学校、専門学校を除く）の専攻科を、すでに卒業ま
たは平成２９年３月卒業見込みで、それぞれの専門課程をす
でに修了または平成２９年３月修了見込みの方２人建 築

５人土木Ｂ ※２

３人土木Ａ

昭和６２年４月２日から
平成７年４月１日まで
に生まれた方

社会福祉士資格または精神保健福祉士資格を、すでに取得
または平成２９年３月末日までに取得見込みの方

２人
事務（福祉）
※１

平成４年４月２日から
平成７年４月１日まで
に生まれた方

大学卒業程度の学力を有する方３４人事務（一般）

年 齢資 格 な ど採用予定
人数職種区

分

職種および採用予定人数、受験資格

よみかき
きょう しつ

教室

平成２９年度市職員を募集
東大阪市にあなたの力を活かしてみませんか

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪（１１） 平成２８年５月１５日

mailto:famisapo@heartnet-hoshakyo.org
mailto:famisapo@heartnet-hoshakyo.org


大
阪
芸
術
大
学
の
学
生

と
と
も
に
企
業
の
技
術
・

素
材
な
ど
の
特
徴
を
活
か

し
た
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い

製
品
開
発
に
取
り
組
む
産

学
連
携
事
業
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

学
生
か
ら
の
提
案
に
は

斬
新
で
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の

が
多
数
あ
り
、
製
品
化
に

結
び
つ
く
案
件
も
出
て
き

て
い
ま
す
。
大
学
の
夏
休

み
期
間
を
有
効
活
用
し
て

学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
よ
り
高
い
成
果
を
め

ざ
し
ま
す
。

今
年
１２
月
末
ま
で
を
め

ど
に
、
学
生
が
企
業
の
開

発
意
向
な
ど
に
沿
っ
て
、

製
品
の
デ
ザ
イ
ン
（
立
体

デ
ザ
イ
ン
）
を
開
発
し
て

提
案
し
て
い
き
ま
す
。

提
案
内
容

家
具
・
雑

貨
・
工
業
製
品
・
機
械
の

デ
ザ
イ
ン
、
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ー
ス
（
操
作
画
面
の
デ

ザ
イ
ン
）
な
ど

�定
３
社
程
度
（
大
学
と

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り
選

定
）

講
師

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ

ザ
イ
ナ
ー
・
井
上
斌
策
さ

ん
、
同
・
赤
土
正
夫
さ
ん

注
意
事
項

▽
製
品
化

を
行
う
製
品
に
つ
い
て
は
、

企
業
の
負
担
で
試
作
品
ま

た
は
製
品
を
大
学
へ
提
供

す
る
こ
と

▽
取
り
組
む

中
で
発
生
す
る
材
料
費
、

試
作
費
、
企
業
訪
問
や
市

場
調
査
に
要
す
る
学
生
の

交
通
費
な
ど
が
必
要

▽

学
生
の
提
案
内
容
を
「
採

用
」
ま
た
は
「
ア
イ
デ
ア

ス
ト
ッ
ク
」と
す
る
場
合
、

１
提
案
に
つ
き
５
万
円
の

謝
礼
＋
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ（
製

品
出
荷
額
の
２
％
）
が
必

要
�申
５
月
３１
日
�
ま
で

※
ま
ず
は
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。事
業
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
詳
細
を
送
り
ま
す
。

�申
�問
モ
ノ
づ
く
り
支
援

室

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
７
７
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
４
６

市
内
中
小
製
造
業
者
の

技
術
開
発
力
向
上
、
製
品

の
高
付
加
価
値
化
に
向
け

た
研
究
開
発
や
製
品
開
発

な
ど
の
取
組
み
に
対
し
て

助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

今
年
度
か
ら
新
し
く
産
学

連
携
枠
を
増
設
し
ま
す
。

【
研
究
開
発
枠
】

�対
�
単
独
で
取
り
組
む

�
市
内
に
本
社
ま
た
は
工

場
が
あ
り
、
引
き
続
き
１

年
以
上
事
業
を
営
ん
で
い

る
中
小
企
業
者

�
複
数

社
で
取
り
組
む
�
構
成
員

の
３
分
の
２
以
上
が
市
内

に
所
在
地
ま
た
は
主
た
る

生
産
拠
点
を
お
く
中
小
企

業
２
社
以
上
で
組
織
す
る

グ
ル
ー
プ
、
研
究
会
な
ど

助
成
対
象
経
費

技
術

研
究
・
製
品
開
発
に
要
す

る
技
術
指
導
費
、
材
料
購

入
費
、
外
注
加
工
費
な
ど

助
成
金
額

�
�
助
成

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内

�
�
助
成
対
象
経
費

の
３
分
の
２
以
内

※
い

ず
れ
も
１
事
業
当
た
り
上

限
５０
万
円
と
し
、
環
境
に

配
慮
し
た
製
品
の
開
発
案

件
に
つ
い
て
は
上
限
１
５

０
万
円
、
大
学
（
市
内
外

不
問
）
と
連
携
し
て
い
る

産
学
連
携
の
案
件
に
つ
い

て
は
上
限
２
０
０
万
円
と

す
る
。

【
経
営
力
向
上
枠
】

�対
構
成
員
の
３
分
の
２

以
上
が
市
内
に
本
社
ま
た

は
主
た
る
生
産
拠
点
を
お

く
中
小
企
業
２
社
以
上
で

組
織
す
る
グ
ル
ー
プ
、
研

究
会
な
ど

助
成
対
象
経
費

テ
ー

マ
に
沿
っ
た
調
査
研
究
や

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
に

要
す
る
講
師
謝
金
、
市
場

調
査
費
な
ど

助
成
金
額

補
助
対
象

経
費
の
３
分
の
２
以
内（
１

事
業
当
た
り
上
限
１５
万
円
）

海
外
見
本
市
・
展
示
会

出
展
支
援
助
成
金

市
内
企
業
の
海
外
販
路

拡
大
を
支
援
す
る
た
め
、海

外
見
本
市
・
展
示
会
な
ど

旭
町
庁

舎
建
替
え

に
伴
い
休

館
し
て
い

た
旭
町
図

書
館
が
、

６
月
１
日

�
か
ら
東

部
地
域
仮

設
庁
舎
内
に
「
四
条
図

書
館
」
と
し
て
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。年

末
年
始
も

開
館
し
開
館
日

数
・
時
間
も
拡

大
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

�所
東
部
地
域

仮
設
庁
舎
１
階

（
南
四
条
町
１

―

１
）

開
館
時
間

９
時
〜

２１
時休

館
日

月
曜
日

※
月
曜
日
が
祝
休
日
の

場
合
は
開
館
。

�問
▽
社
会
教
育
課

０
６（
４
３
０
９
）３
２

７
９
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
３
５

▽

四
条
図
書
館

０
７
２

（
９
８
２
）１
２
３
５
、

�
０
７
２
（
９
８
４
）

６
０
７
９
（
６
月
１
日

以
降
）
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の
出
展
を
支
援
し
ま
す
。

�対
市
内
に
生
産
拠
点
や

研
究
開
発
拠
点
が
あ
る
中

小
企
業
者
な
ど

助
成
金
額

出
展
小
間

料
の
２
分
の
１
以
内
（
上

限
２０
万
円
）

産
業
財
産
権

活
用
事
業
補
助
金

新
技
術
や
新
製
品
に
関

す
る
知
的
財
産
の
保
護
と

権
利
化
を
促
進
し
、
市
内

中
小
企
業
の
競
争
力
強
化

な
ど
を
図
る
た
め
、
国
内

で
の
特
許
取
得
費
用
を
補

助
し
ま
す
。

�対
市
内
に
本
社
ま
た
は

工
場
が
あ
り
、
引
き
続
き

１
年
以
上
事
業
を
営
ん
で

い
る
中
小
企
業
者

補
助
対
象
経
費

出
願

審
査
請
求
に
直
接
必
要
と

な
る
経
費
（
出
願
審
査
請

求
料
、
弁
理
士
の
手
続
代

行
費
用
）
で
、
実
際
に
補

助
対
象
者
が
負
担
し
た
経

費

※
補
助
対
象
年
度
末

日
ま
で
に
支
払
い
が
完
了

し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

補
助
金
額

補
助
対
象

経
費
の
２
分
の
１
以
内（
上

限
１０
万
円
。
１
０
０
０
円

未
満
切
捨
て
）

◇

◇

※
い
ず
れ
も
予
算
の
範

囲
内
で
交
付
。

�申
申
請
書
と
必
要
書
類

を
６
月
３
日
�
（
必
着
）

ま
で
に
郵
送
ま
た
は
直
接

※
産
業
財
産
権
活
用
事
業

の
み
同
日
消
印
有
効
。
申

請
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

�申
�問
〒
５７７
―

０
０
１
１
荒

本
北
１
―

４
―

１７

（
公
財
）

市
産
業
創
造
勤
労
者
支
援

機
構

０
６（
４
３
０
９
）

２
３
０
１
、�
０
６（
４
３

０
９
）
２
３
０
３

�問
モ
ノ
づ
く
り
支
援
室

０
６
（
４
３
０
９
）
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東部地域仮設庁舎
（南四条町1-1）

四条リージョ
ンセンター

N

若草第一病院若草第一病院
近鉄奈良線近鉄奈良線

瓢簞山駅

郵便局

縄手小

縄手中２４
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商店街の魅力が
向上する提案を�

商店街活性化地域連携事業

企業や学校法人、ＮＰＯ法人などが市内の商店街や

商業者グループと連携して、商店街の魅力を向上させ、

地域経済の活性化につながる事業を募集します（翌年

度以降も自主継続できるもの）。次のいずれかのテーマ

に沿った事業プランの提案をお待ちしています。

�商店街などでの新規顧客や販路の開拓（例�働く
人のためのランチマップ作成）

�大規模小売店舗と商店街との協働事業など（例�
市場調査などによる課題の掘り起こしなど共同会議の

開催）

�ラグビーワールドカップ２０１９開催を見据えた商店
街などでの取組み（例�接客・マナーの英会話教室な
どのインバウンド対応型、外国人向け商品開発や商店

街案内ツアーなどのインバウンド魅力付加型）

�対企業、学校法人、社会福祉法人、ＮＰＯ法人、ま
ちづくり団体など

選考方法 書類審査、プレゼンテーション（審査部

会で決定）

委託期間 契約締結日から来年３月３１日まで

委託額 １事業につき上限２００万円以内（消費税含む）

※応募方法など詳しくは６月１日�以降の市ウェブ
サイトをご覧ください。

�申�問商業課 ０６（４３０９）３１７６、�０６（４３０９）３８４６
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がんばるモノづくり
企業などを応援

技術力の向上・
製品の高付加価値化に向け

参加企業募集

（プロダクトデザインコース）
大阪芸術大学との産学連携大大阪阪芸芸術術大大学学ととのの産産学学連連携携

医
工
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
創
出
事
業

市
内
企
業
の

医
療
分
野
へ
の
参
入
を

リリニニュューーアアルルオオーーププンン
年末年始も開館します�

四条図書館 ６月１日

募
集

東 大 阪 市 政 だ よ り （１２）平成２８年５月１５日

古紙配合率７０％再生紙を使用しています
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特定健康診査特特定定健健康康診診査査

基本項目

市の特定健診

無料��

※腎機能検査は東大阪市内医療機関でのみの追加項目です。

自費での検査

約

８，０００
円

血糖検査
（空腹時血糖、HbA1c）

脂質検査
（中性脂肪、HDL・LDLコレステロール）

肝機能検査
（ＡＳＴ、ＡＬＴ、γ－ＧＴ）

腎機能検査※
（血清クレアチニン、血清尿酸）

その他の検査
（尿検査、血圧、身長、体重、腹囲）

特定保健指導を受けます 無料

特定健康診査は、脳卒中や心筋梗塞などの原因となる生活習慣病（高血圧病、糖尿病など）を早期発見
・予防するために、４０歳以上の方を対象に実施しています（７５歳以上の方には後期高齢者医療健康診査を
大阪府後期高齢者医療広域連合が実施）。健康管理のためにも、１年に１回は特定健康診査を受けましょう。

● 特定健康診査の内容

詳細項目（前年度の健診結果などから医師の判断により実施）

�貧血検査 �心電図検査 �眼底検査

� 受診時の注意
�必ず医療機関に実施日時をご確認
ください。
�治療中の方も対象となります。
�前年度の健診結果をお持ちの方は、
当日ご持参ください。
�受診券の有効期限は、平成２９年３
月３１日です。
�２月・３月は混み合うため、医療
機関によっては受診できないこと
があります。早めに受診してくだ
さい。

対象となる方
今年度、４０歳から７４歳までの４月
１日現在、東大阪市国民健康保険被
保険者（加入時期により４月または
５月下旬に受診券を送付）

※東大阪市国保以外の方は加入して
いる医療保険者にご確認くださ
い。
※他の保険などに変わった日から、
受診券の使用はできません。
※同じ年度に２回受診した方や他の
保険の資格取得日以降に受診した
方は、健診費用（約８，０００円相当）
を全額負担していただきます。

後日、医療機関から健診結果
の説明を受けます。
また、全ての方に生活習慣病
の予防に関する情報が提供され
ます。

受診日当日は国民健康保険
証と受診券をお持ちください。
費用は無料です。

必ず事前に医療機関へ日時
を確認してください。

受診券を対象者に送付します。
有効期限や注意事項などを必ず
ご確認ください。
今年度７５歳になる方は誕生日
前日までに受診してください。

生活習慣改善の必要性が高い方に
は、市から「特定保健指導利用券」
を送ります。
特定保健指導はリスクの程度によ
り２段階に分かれます。

「特定保健指導利用券」が届いた方は、必ず利用しましょう

特定健康診査の結果により、生活習慣を改善して、より健康
に過ごすためのサポートを行うことを特定保健指導といいます。
対象の方には、「特定保健指導利用券」が届きます。
今まで利用いただいた多くの方に、体重減少や血液検査データの
改善が認められています。

医療保険室保険管理課 ０６（４３０９）３０５１、�０６（４３０９）３８０５
特定健康診査・特定保健指導に関する問合せ先

結果説明と
情報提供

いいつつままででもも健健康康なな生生活活をを送送るるたためめにに～～１１年年にに１１回回はは受受けけままししょょうう

東大阪市国民健康保険加入者の特定健康診査の流れ

健診を
受けます

東大阪市国民健康保険加入者の特定健康診査

特定健診の
日時を確認

受診券が
届きます

今年度
は…

みどり
色

無料

1 2 3 4

5

（１）
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40代からのカラダ査定
毎年受けよう！

特定健診・がん検診

健（
検
）診
を
受
け
て

健
康
に
ト
ラ
イ
�

受診の際のご注意

※受診の際には事前に必ず医療機関に
連絡し、日時などを確認してくださ
い。

※一覧表の内容は変更される場合があ
ります。受診の際には再度ご確認く
ださい。

【問合せ先】
●特定健康診査に関すること
東大阪市国民健康保険にご加入の方
医療保険室保険管理課 ０６（４３０９）３０５１、�０６（４３０９）３８０５
※それ以外の方はご加入の医療保険者へ。

●がん検診に関すること
保健所健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、�０７２（９６０）３８０９

※特定健康診査は、大阪府内の契約医療機関でも受診するこ
とができます。

取扱健（検）診の種類 医療機関名 所在地 電話番号
特 肝 胃 大 すが医院 高井田２７―３０ ０６（６７８１）０３６３
特 肝 大 たに内科クリニック 高井田本通１―５―３１０６（６６１８）５０５０
特 肝 胃 大 伊藤内科診療所 高井田本通７―３―２６０６（６７８８）７８６７
特 肝 大 石橋クリニック 高井田元町１―１―２０６（６６１８）１４８４
特 肝 肺 大 みずしま内科クリニック 高井田元町１―３―１０６（６７８１）３３３０
特 肝 九谷医院 高井田元町１―１６―３１０６（６７８１）２６０８
特 肝 大 三宅医院 高井田元町２―６―２２０６（６７８１）１８６０
特 肝 大 山口医院 長栄寺２―６ ０６（６７８１）１４９２
肝 大 舟橋診療所 長栄寺２０―１２ ０６（６７８３）１８１７

特 肝 胃 大 森クリニック 長堂１―３―７ ０６（６７８１）０４１３
特 肝 子 大 森産婦人科 長堂１―３―８ ０６（６７８１）４９２５
特 肝 大 ルナペインクリニック 長堂１―５―６ ０６（６７５３）７７９０
特 肝 子 大 寺村医院 長堂１―８―３０ ０６（６７８１）０５２４
特 肝 胃 大 岸川医院 長堂１―９―１８ ０６（６７８３）１６８９
特 肝 胃 肺 大 安藤医院 長堂１―１１―１２ ０６（６７８１）０４４１
特 肝 大 茶谷医院 長堂１―２０―２０ ０６（６７８１）３３８３
特 肝 大 竹井病院 長堂１―２８―６ ０６（６７８１）０６０３
特 胃 肺 大 吉永胃腸科クリニック 長堂２―５―１２ ０６（６７８１）１０５５
特 大 永田外科医院 長堂３―１３―１９ ０６（６７８２）４３８９
特 南谷クリニック 徳庵本町１―６ ０６（６７４７）２４３６
特 肝 大 小川内科 徳庵本町８―２０ ０６（６７４６）１１５９
特 小池診療所 友井２―１３―１６ ０６（６７２２）３２０５
特 肝 大 きむらクリニック 友井５―４―４３ ０６（６７２１）９２５０
特 肝 大 もり内科クリニック 中小阪１―１８―７ ０６（６７２３）０９８０
特 肝 胃 子 乳 肺 大 東大阪生協病院 長瀬町１―７―７ ０６（６７２７）３１３１
特 肝 胃 大 東大阪市長瀬診療所 長瀬町３―１―４８ ０６（６７３６）３７９１
特 妻野医院 長田２―５―２２ ０６（６７８１）２０７５
特 肝 大 城野内科医院 長田中１―１―５ ０６（６６１８）０５６７
特 肝 胃 大 前田医院 長田中１―３―２０ ０６（６７８７）６６２０
特 肝 おくだ内科医院 長田中１―５―１９ ０６（６７８７）６０５５
特 肝 胃 肺 大 長田クリニック 長田中４―１―１０ ０６（６７４４）２３６６
特 肝 胃 大 ながはら病院 長田西４―３―１３ ０６（６７４４）０１１１
肝 大 石津内科 西堤１―５―２９ ０６（６７８９）２８２８

特 肝 胃 大 船曳医院 菱屋西１―６―１５ ０６（６７２１）０２１５
特 肝 大 山�診療所 菱屋西１―１５―１９ ０６（６７２１）１６７７
特 肝 肺 大 酒井医院 菱屋西２―７―１６ ０６（６７２９）７７１５
特 肝 大 永井医院 菱屋西２―８―３３ ０６（６７２３）０１２３
特 肝 大 安田医院 菱屋西３―４―８ ０６（６７２１）００７０
特 肝 子 乳 小阪レディースクリニック 菱屋西３―４―１３ ０６（６７２９）１１９２
特 肝 胃 肺 大 竹村内科 菱屋西３―４―３２ ０６（６７２５）２２２５
特 肝 子 小阪産病院 菱屋西３―６―８ ０６（６７２２）４７７１
特 肝 大 中川医院 菱屋西４―９―９ ０６（６７２２）１２９６
特 肝 大 おざきクリニック 菱屋西５―１１―２４ ０６（６７８５）０８５２
特 肝 胃 大 松岡医院 菱屋西５―１２―２３ ０６（６７８２）３３５５
特 肝 大 根川医院 菱屋西６―２―２８ ０６（６７８１）１２５３
特 胃 大 三田医院 菱屋東２―１４―２７ ０７２（９６１）２８３２
特 肝 胃 乳 大 池田病院 宝持１―９―２８ ０６（６７２１）０１５１
特 肝 大 小阪イナバ診療所 御厨栄町１―４―４ ０６（６７８７）１１８２
特 肝 大 川端医院 御厨栄町２―１３―２６０６（６７８１）１１８８
特 肝 大 おりづる内科医院 御厨西ノ町１―１―６０６（６７８２）７２７３
特 肝 大 しのづか医院 御厨南１―１―１２ ０６（６７８９）７８０８
特 肝 中岡整形外科クリニック 御厨南１―１―１２ ０６（６７８１）５８７１

子 岡村レディースクリニック 御厨南２―１―１ ０６（６６１８）５２２７
特 肝 大 はまだ内科クリニック 御厨南２―１―１ ０６（６６１８）３３８７
特 高岸内科循環器科 御厨南２―５―３９ ０６（６７８８）８９８４
特 肝 大 みくりや診療所 御厨南２―６―３ ０６（６７８７）２５０８
特 水岡医院 森河内西１―１７―７ ０６（６７８３）３５７８
特 肝 大 井出医院 森河内西２―２―２８ ０６（６７８３）０６６０
特 肝 大 岡本医院 森河内西２―２０―１９０６（６７８１）２０５１
特 肝 肺 大 いわさきクリニック 森河内東１―２８―１４０６（６７８２）３１３２
特 肝 大 西村内科・胃腸科 横沼町３―５―１ ０６（６７３０）７４００

取扱健（検）診の種類 医療機関名 所在地 電話番号
肝 大 円尾クリニック 足代１―１２―３ ０６（６７２７）６０８３

大 博愛堂醫院 足代２―１―２３ ０６（６２２４）５３００
特 肝 大 黒田クリニック 足代３―１―１２ ０６（６７２１）８９６８
特 肝 大 鈴木診療所 足代３―３―７ ０６（６７２０）３１０５
特 肝 子 大 東條医院 足代北１―１６―２０ ０６（６７８１）００７６
特 肝 大 つゆぐちクリニック 足代新町３―１６ ０６（６７８１）２７８８
特 肝 大 新町診療所 足代新町２１―１２ ０６（６７８１）４６７１
特 肝 胃 大 富永クリニック 足代新町２４―２１ ０６（６７８１）８８７７
特 肝 大 原クリニック 足代南１―２―８ ０６（６７２６）２６７１
特 肝 肺 大 龍神内科医院 足代南１―４―５ ０６（６７３０）５７３７
特 肝 肺 大 かわぐち呼吸器内科クリニック 荒川１―４―２３ ０６（６７３０）８２５９
特 肝 真和整形外科 荒川１―５―２４ ０６（６７２２）８５１０
肝 子 大 田路医院 荒川１―１２―４ ０６（６７２８）３８３８

特 肝 大 白山医院 荒川１―１５―２１ ０６（６７２８）０１６６
特 肝 胃 肺 大 大熊内科医院 荒川２―２２―１ ０６（６７２１）１９０５
特 大山クリニック 荒川２―２７―１５ ０６（６７３６）６６３０
特 肝 胃 肺 大 東大阪市荒本平和診療所 荒本２―６―２１ ０６（６７８７）１５７１
特 肝 大 柏井医院 荒本北１―３―７ ０６（６７４６）００１１
特 胃 肺 大 妻鹿整形外科 稲田新町２―３０―１３０６（６７４５）４１４３
特 肝 大 ながくら内科クリニック 稲田本町２―１２―２４０６（６７４６）５５８５
特 原田整形外科 稲田本町３―３―１３ ０６（６７４５）００８８
特 肝 大 松本医院 稲田本町３―１８―１７０６（６７４５）３０５２
特 肝 子 大 笠原産婦人科医院 稲田本町３―１８―２３０６（６７４５）６２０４
特 肝 大 平松医院 永和１―１―１３ ０６（６７２１）０２６８
特 内田医院 永和１―２６―１３ ０６（６７２１）００９１
特 肝 大 いけだクリニック 永和２―１―３０ ０６（６７２７）２１６０
特 肝 大 池田診療所 大�北２―５―１ ０６（６７２８）７５４８
特 肝 大 左谷医院 大�北２―１２―１ ０６（６７２２）２９５７
特 肝 大 長岡診療所 大�北３―１７―２０ ０６（６７２８）１９６０
特 肝 胃 肺 大 宮崎医院 大�東５―１２―１８ ０６（６７２８）３２９５
特 肝 大 土井医院 柏田東町６―１６ ０６（６７２７）０５６６
特 肝 大 たつの胃腸科・整形外科 柏田東町９―２０ ０６（６７２９）９２００
特 肝 肺 大 奥医院 柏田本町３―８ ０６（６７２１）１３２４
特 肝 子 大 荒井医院 金岡１―１７―７ ０６（６７２１）１９２０
特 肝 大 助永医院 金岡１―１８―１１ ０６（６７２９）２２３３
特 肝 胃 大 すざわ内科小児科クリニック 上小阪２―２―１８ ０６（６７２０）４０９５
特 肝 肺 大 秦医院 上小阪２―３―１２ ０６（６７２５）８２６７
特 肝 大 ふじた医院 川俣１―１―８ ０６（６７８８）１１４３
特 肝 大 安井クリニック 岸田堂西２―１―６ ０６（６７２１）０００１
特 肝 大 はたまクリニック 衣摺２―１５―４ ０６（６７３６）０６９６
特 中川医院 衣摺４―１―７ ０６（４３０６）５８５１
特 肝 大 おかクリニック 衣摺５―１９―３７ ０６（４３０８）５３３３
特 肝 胃 子 乳 肺 大 楠根診療所 楠根２―７―８ ０６（６７４６）１３１３
特 中村医院 源氏ヶ丘６―３ ０６（６７２８）００７３
特 肝 胃 大 梶診療所 源氏ヶ丘１６―１１ ０６（６７２７）１４７８
特 肝 大 みさきクリニック 小阪１―９―１ ０６（６７８２）７７０７
特 肝 大 中西医院 小阪２―４―２３ ０６（６７８１）６４０６
特 肝 大 岩�内科クリニック 小阪本町１―２―８ ０６（６７２２）１２０２
特 肝 肺 大 小阪医院 小阪本町１―９―１３ ０６（６７２２）５３１１
特 肝 大 ふじもとクリニック 小阪本町１―１１―３ ０６（６７２０）０７２１
特 肝 大 やまもと内科クリニック 寿町３―１２―３ ０６（６７２８）７７２４
特 肝 岸外科 寿町３―１８―１７ ０６（６７２２）２２８０
特 肝 大 さかもと内科クリニック 小若江１―１５―２０ ０６（６７２１）０４９１
特 肝 胃 肺 大 もとざわ医院 小若江１―２４―１１ ０６（６７２２）９０７０
特 肝 大 宮本クリニック 小若江２―１４―１８ ０６（６７２９）２１０２
特 肝 大 森下外科 小若江３―２４―２２ ０６（６７２４）６１６３
特 肝 大 荒川医院 三ノ瀬１―５―２７ ０６（６７２１）３３８７
特 肝 胃 大 前田内科クリニック 三ノ瀬２―５―１２ ０６（６７３６）８１２３
特 肝 胃 肺 大 竹村医院 下小阪１―２―１５ ０６（６７２５）３３００
特 肝 大 かわばた循環器内科 下小阪１―５―９ ０６（６７３０）０１７０
特 肝 胃 大 八戸の里病院 下小阪３―１６―１４ ０６（６７２２）７６７６
特 肝 大 丸山クリニック 下小阪４―５―１５ ０６（６７２８）１５５１
特 肝 大 のしクリニック 下小阪５―１２―８ ０６（６７２５）８２５８
特 肝 大 駒田医院 俊徳町１―３―１６ ０６（６７２８）７６４１

大 朝川医院 新家３―１０―１３ ０６（６７８９）１２８４
特 肝 大 伊藤内科 新家西町８―２３ ０６（６７８４）２１１３
特 胃 肺 大 牧野病院 太平寺１―９―２６ ０６（６７２８）６００１
特 肝 大 野本医院 太平寺２―１０―３０ ０６（６７２１）０７９８

取扱健（検）診の種類 医療機関名 所在地 電話番号
特 肝 大 五島整形外科クリニック 旭町３―５ ０７２（９８４）３６００
特 肝 胃 大 枚岡病院 出雲井本町３―２５ ０７２（９８２）１１２５
特 肝 胃 肺 大 門脇医院 神田町３―１１ ０７２（９８４）０３３０
特 肝 胃 大 松浦医院 喜里川町１―２４ ０７２（９８８）０７８８
特 肝 大 すぎやま整形外科 日下町３―１―５ ０７２（９８６）１３７４
特 肝 大 中川内科クリニック 日下町３―５―３０ ０７２（９８２）７７１４
特 肝 大 ふじい消化器内科・内視鏡クリニック 日下町３―６―９ ０７２（９８０）６６５５
特 佐々木整形外科 四条町１―１４ ０７２（９８６）８２８８
特 肝 胃 大 福田クリニック 四条町１―１４ ０７２（９８０）５５８５
特 肝 胃 大 渡辺病院 四条町５―２ ０７２（９８２）２０１２
特 肝 大 浅川クリニック 下六万寺町１―１―５０７２（９８１）１００８
特 梅川医院 昭和町２―５ ０７２（９８１）２７２４
特 肝 大 志野医院 昭和町５―２６ ０７２（９８４）２７８７
特 肝 大 荒井医院 新池島町２―５―２０ ０７２（９８７）１５０６
特 大 みすクリニック 新池島町２―２１―１２０７２（９８８）６７０６
特 肝 大 山崎クリニック 末広町３―７ ０７２（９８６）５５５１
特 肝 大 横内内科 鷹殿町２―５ ０７２（９８６）２７８０
特 肝 胃 子 乳 肺 大 恵生会病院 鷹殿町２０―２９ ０７２（９８２）５１０１
特 肝 胃 大 杉岡医院 豊浦町１４―１ ０７２（９８４）９３８６
特 肝 肺 大 いわさきクリニック内科呼吸器科 鳥居町８―６ ０７２（９８６）１４００
特 肝 大 田邊整形外科医院 中石切町１―９―１８ ０７２（９８８）５５５７
特 肝 大 森外科・内科クリニック 中石切町２―４―２９ ０７２（９８４）０７７７
特 肝 大 おしかわ内科医院 中石切町４―４―４ ０７２（９８４）９８００
特 西村クリニック 南荘町１―１９ ０７２（９８１）４４４６
特 肝 大 金澤クリニック 西石切町１―１１―１８０７２（９８５）６９５１
特 肝 胃 大 石部医院 額田町４―３８ ０７２（９８７）５２１５
特 肝 胃 大 はく診療所 額田町８―３ ０７２（９８０）５８９０
特 肝 大 藤井外科 布市町３―６―２１ ０７２（９８５）３０５１
特 肝 胃 大 西川クリニック 箱殿町５―１ ０７２（９８３）７０８８
特 肝 中土井医院 東石切町１―４―９ ０７２（９８１）３５２５
特 肝 肺 大 寺田醫院 東石切町３―２―１ ０７２（９８８）１５１５
特 肝 大 鹿浦診療所 東石切町４―５―１６ ０７２（９８１）１６９４
特 肝 大 田渕クリニック 東山町１―１０ ０７２（９８８）５７２７
特 肝 子 大 和田診療所 東山町４―８ ０７２（９８６）０９００
特 肝 胃 大 樋口内科クリニック 瓢�山町２―４ ０７２（９８１）３５２６
特 松下リハビリクリニック 瓢�山町６―２１ ０７２（９８４）４３７１
特 肝 大 坂本医院 御幸町１１―３ ０７２（９８１）１５５１
特 肝 胃 子 乳 肺 大 石切生喜病院 弥生町１８―２８ ０７２（９８８）３１２１
特 肝 胃 肺 大 家出医院 横小路町５―９―４７ ０７２（９８８）１０３３
特 肝 大 溝畑クリニック 六万寺町２―７―１０ ０７２（９８５）００３２
特 肝 子 乳 大 若草第一病院 若草町１―６ ０７２（９８８）１４０９

取扱健（検）診の種類 医療機関名 所在地 電話番号
特 肝 大 みどりクリニック 稲葉１―７―３ ０７２（９６７）０１６０
特 肝 大 東大阪山路病院 稲葉１―７―５ ０７２（９６１）３７００
特 香山整形外科クリニック 稲葉３―１２―３０ ０７２（９６７）５５０１
特 肝 大 つきやま内科 稲葉３―１２―３１ ０７２（９６７）６６６８
特 肝 胃 大 鎌田医院 岩田町３―８―４ ０６（６７２１）８８５５
特 肝 大 しおみ整形外科 岩田町３―１１―１ ０７２（９６６）５３００
特 肝 胃 大 喜馬病院 岩田町４―２―８ ０７２（９６１）６８８８
特 肝 肺 大 尾�医院内科 岩田町４―３―１３ ０７２（９６１）２５１９
特 肝 大 若江岩田クリニック 岩田町４―３―１４ ０７２（９６５）３２００
特 肝 胃 大 西内科胃腸科 岩田町４―５―２１ ０７２（９６２）３０８５
特 肝 大 かめかわ医院 岩田町５―６―２５ ０７２（９６２）８９９８
特 肝 大 篠原クリニック 岩田町５―１７―１０ ０７２（９６２）００７７
特 肝 大 切石医院 瓜生堂１―１―１０ ０７２（９６２）９０６２
特 肝 大 森田医院 瓜生堂１―２―１０ ０７２（９６２）１５０７
特 肝 大 つじかわ医院 瓜生堂３―１―１１ ０６（４３０７）５８１７
特 肝 大 原クリニック 瓜生堂３―１―１１ ０６（６７４８）０８４３
特 肝 胃 子 乳 肺 大 生協加納診療所 加納３―５―１ ０７２（９６８）３５７７
特 広谷整形外科 加納７―５―１１ ０７２（８７１）５０６０
特 肝 胃 大 西村クリニック 加納８―１８―１ ０７２（８７１）８８１８
特 肝 大 よねだ眼科・整形外科クリニック 鴻池町２―１―２９ ０６（６７４８）７５７５
特 大 整形外科やまだクリニック 鴻池本町１―２２ ０６（６７４４）７７２２

子 南野産婦人科クリニック 鴻池本町６―２６ ０６（６７４４）１１３１
特 泌尿器科いとうクリニック 鴻池本町６―３２ ０６（６２２４）７４００
特 大西医院 鴻池元町５―２０ ０６（６７４５）０７１６
特 肝 胃 大 東野医院 鴻池元町１０―５ ０６（６７４４）１２１０
特 大 片上クリニック 鴻池元町１０―４５ ０６（６７４４）１１８１
特 肝 胃 肺 大 鴻池クリニック 鴻池元町１１―２４ ０６（６７４５）６７６２
特 肝 大 �丘医院 古箕輪１―３―４０ ０７２（９６７）０５６０
特 肝 胃 肺 大 橋村医院 島之内２―１２―３ ０７２（９６５）１４００
特 肝 大 川上クリニック 島之内２―１３―１４ ０７２（９４０）６２００
特 肝 大 上田整形外科 角田１―７―１５ ０７２（９６１）４６６５
特 肝 胃 子 乳 肺 大 はなぞの生協診療所 玉串町西１―４―４０ ０７２（９６３）４３６０
特 越宗クリニック 玉串町西３―２―３ ０７２（９６７）００３３
特 肝 大 木村クリニック 玉串元町１―２―４１ ０７２（９６７）６７７０
特 大平耳鼻咽喉科 玉串元町２―１１―６００７２（９６１）３３８７
特 肝 肺 大 musubiのクリニック 中鴻池町１―７―３０ ０６（６７４７）６３６６
特 肝 大 西クリニック 中新開２―１３―３９ ０７２（９６７）１５７０
特 肝 長谷川クリニック 西鴻池町１―３―７ ０６（６７４５）２０５７
特 肝 胃 大 杉木医院 西鴻池町１―７―１ ０６（６７４４）２１３５
特 肝 大 公文医院 西鴻池町１―７―８ ０６（６７４４）５０８６
特 肝 大 小泉内科小児科医院 西鴻池町２―２―１ ０６（６７４４）１３１０
特 肝 大 秋山内科医院 花園東町２―１１―１４０７２（９６３）４１７１
特 松田医院 花園本町１―６―２２ ０７２（９６８）０１１８
特 肝 大 金沢内科 花園本町１―７―１１ ０７２（９６３）８８５５

子 大 くりにっく たつみ 花園本町１―７―１１ ０７２（９６２）３５６６
特 山下整形外科 花園本町１―７―１１ ０７２（９６８）１２２３
特 肝 池田小児科内科医院 花園本町１―１１―１４０７２（９６４）００８０
特 肝 大 さんだクリニック 菱江１―２―３３ ０７２（９６８）１２３９
特 肝 胃 肺 大 東大阪徳洲会病院 菱江３―６―１１ ０７２（９６２）２２８０
特 肝 子 大 長谷川医院 松原１―１５―２１ ０７２（９６１）２０７４
特 肝 胃 肺 大 内科外科西岡ファミリークリニック 松原１―１６―３４ ０７２（９２０）７３６８
特 肝 大 森上内科糖尿病クリニック 南鴻池町２―２―１２ ０６（６７４６）０５５５
特 肝 胃 子 乳 肺 大 森本記念クリニック 横枕１―７ ０７２（９６６）８１６６

子 乳 河内総合病院 横枕１―３１ ０７２（９６５）０７３１
特 肝 胃 肺 大 福田クリニック 横枕西１―１３ ０７２（９６６）０５００
特 肝 胃 肺 大 陶山医院 吉田１―１―２ ０７２（９６１）２１７６
特 肝 大 堀田医院 吉田１―９―８ ０７２（９６４）４３３２
肝 子 西岡医院 吉田４―３―１２ ０７２（９６３）２２３３

特 肝 大 おさかクリニック 吉田６―１―２７ ０７２（９４０）７７７７
特 肝 大 みぞはた整形外科 吉田６―２―５０ ０７２（９６１）８５２２
肝 肺 大 みのわ整形外科クリニック 吉田本町３―４―３ ０７２（９６１）８４６８

特 肝 大 塩路医院 吉原２―１１―１４ ０７２（９６４）１６３７
特 肝 子 大 松本クリニック 若江北町１―１７―１８０６（６７２３）４１０３
特 肝 大 東川クリニック 若江西新町３―６―１７０６（６７３６）０７７５
特 肝 肺 大 津森医院 若江東町４―２―５ ０６（６７２９）６０２０
特 肝 胃 大 大友医院 若江本町１―２―４３ ０６（６７２１）８６３２

子 坪倉産婦人科 若江本町１―３―２２ ０６（６７２２）８５５８
特 肝 大 にしおかクリニック 若江本町３―１―２ ０６（６７３０）６１５１
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（東大阪市国民健康保険加入者）
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平成２８年４月１日現在
・町名５０音順医療機関一覧表

河内医師会

特定健診・がん検診・
肝炎ウイルス検診

枚岡医師会

（２）（３）



東大阪市取扱医療機関（保存版２・３面参照）に予約のうえ、検診を受ける

精密検査

次回のがん検診

保険診療に
なります

異常なし 異常あり

異常なし 要経過観察 要治療

ががんん検検診診のの種種類類とと検検査査内内容容ななどど

早期発見 早期治療 のために…のために…

がん検診を
ルーティンに
がん検診を
ルーティンに

ががんん検検診診のの受受けけ方方

��

あなたは、定期的にがん検診を受けていますか。
がんは早期発見、早期治療が重要です。かかりつけ
医や保健センターで定期的にがん検診を受けましょ
う。
また、肝臓は異常があっても症状が出にくいので、

気づいたときには慢性肝炎・肝硬変・肝がんなど重
い病状になっていることもあります。この機会に肝
炎ウイルス検診も受けましょう。

大大腸腸ががんん検検診診
対象市民 ４０歳以上の方

受 診 料 ８００円（年１回）

検査内容 問診、便潜血検査２日法

検診場所 市内取扱医療機関

胃胃ががんん検検診診
対象市民 ４０歳以上の方

受 診 料 ５００円（年１回）

検査内容 問診、胃部Ｘ線撮影（バリウム）

検診場所 市内取扱医療機関

肝肝炎炎ウウイイルルスス検検診診
対象市民 ４０歳以上の方（今までに受けたことがない方）

受 診 料 １，０００円

検査内容 問診、血液検査（Ｂ型、Ｃ型）

検診場所 市内取扱医療機関

肺肺ががんん結結核核検検診診
対象市民 ４０歳以上の方

受 診 料 ５００円（年１回）、保健センターは無料
かくたん

検査内容 問診、胸部Ｘ線直接撮影、喀痰細胞
診検査（必要な方）

検診場所 市内取扱医療機関、保健センター

乳乳ががんん検検診診
対象市民 ４０歳以上の女性（平成２８年４月１日

現在、偶数年齢の方）

受 診 料 ８００円（２年に１回）

検査内容 問診、視診、触診、マンモグラフィ
（乳房Ｘ線撮影）

検診場所 取扱医療機関（※）、保健センターなど

けい

子子宮宮頸頸ががんん検検診診
対象市民 ２０歳以上の女性（平成２８年４月１日

現在、偶数年齢の方）

受 診 料 ８００円（２年に１回）
けい

検査内容 問診、視診、内診、頸部細胞診
（体部細胞診は５００円の追加受診料が必要）

検診場所 市内取扱医療機関
（※）市外では、大阪府医師会保健医療センター（０６‐６７６８‐１４５０）、大阪がん循環器

病予防センター（０６‐６９６９‐６７１２）、森之宮病院（０６‐６９６９‐０１１１）で受診できます。

受診上の注意
�子宮頸がん検診および乳がん検診については、平成２８年
４月１日現在、偶数年齢の女性が平成２８年度の受診対象

者です。ただし、子宮頸がん検診は、前年度受診してい

ない方に限り、平成２８年４月１日現在、奇数年齢の方も

受診できます。

�がん検診の日時、検査前の注意事項などは、医療機関へ
お問合せください。また、がん検診には必要ありません

が、医療が必要になったときのために健康保険証もご持

参ください。

�「東大阪市がん検診受診証」がない方は、保健センター
で発行しますのでご連絡ください。

自覚症状がある場合は、検診ではなく、保
険での診察を受けてください。

検診に必要なもの

東大阪市がん検診受診証

※次の方は受診料が無料になります。�～�に該当する書類を「東大阪市が
ん検診受診証」とあわせて受診日当日に医療機関にお持ちください。

�「後期高齢者医療被保険者証」をお持ちの方
�「高齢受給者証」をお持ちの方
�生活保護受給者または市民税非課税世帯の方で、事前に保健センターで「無
料受診券」の交付を受けた方

保健所健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、�０７２（９６０）３８０９
東 保 健 セ ン タ ー ０７２（９８２）２６０３、�０７２（９８６）２１３５

中 保 健 セ ン タ ー ０７２（９６５）６４１１、�０７２（９６６）６５２７
西 保 健 セ ン タ ー ０６（６７８８）００８５、�０６（６７８８）２９１６

が ん 検 診 に 関 す る 問 合 せ 先

（４）


